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一
　
は
じ
め
に

１．

問
題
の
提
起

株
主
名
簿
は
、
商
法
の
規
定
に
よ
り
作
成
を
命
じ
ら
れ
、
株
主
お
よ
び
株
式
に
関
す
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
所
定
の
事
項
を
記
載
し
た

帳
簿
（
商
法
二
二
三
条
一
項
）
で
あ
る
。
株
主
名
簿
は
、
そ
の
記
載
事
項
が
す
べ
て
記
載
・
記
録
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
必
要
に
応
じ
て
相
当
な
期

間
内
に
、
合
理
的
な
方
法
で
見
読
す
る
こ
と
の
で
き
る
状
態
に
置
き
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る

（
商
法
二
二
三
条
二
項
、
三
三
条
ノ
二
・
一
項
）。

株
主
お
よ
び
債
権
者
は
、
そ
の
請
求
が
不
純
の
目
的
に
出
で
も
し
く
は
正
当
の
目
的
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
場
合
ま
た
は
閲
覧
・
謄
写
が
営
業
に

支
障
を
生
ず
べ
き
場
合
に
当
た
ら
な
い
限
り
、
営
業
時
間
内
何
時
に
て
も
、
株
主
名
簿
ま
た
は
そ
の
複
本
の
閲
覧
ま
た
は
謄
写
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
（
商
法
二
六
三
条
三
項
）。
株
主
は
、
閲
覧
の
た
め
の
正
当
な
目
的
を
有
す
る
な
ら
ば
株
主
情
報
（
株
主
の
氏
名
、
住
所
、
銘
柄
、
数
等
）
を

入
手
で
き
る
。

商
法
が
会
社
に
株
主
名
簿
の
作
成
を
命
じ
、
株
主
に
閲
覧
請
求
権
を
認
め
た
の
は
、
株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
の
利
益
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、

「
間
接
ニ
会
社
ノ
機
関
ヲ
監
視
シ
因
テ
会
社
ノ
利
益
ヲ
保
護
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ル
」
と
さ
れ
る
（
１
）。

こ
れ
は
株
主
名
簿
の
閲
覧
に
よ
り
、
株
主
と
し
て

の
権
利
の
確
保
ま
た
は
行
使
を
容
易
な
ら
し
め
、
一
方
で
は
、
株
主
と
し
て
の
利
益
を
守
り
（
自
益
権
的
側
面
）、
他
方
で
、
会
社
の
機
関
に
対
す

る
監
督
的
機
能
を
果
た
し
（
共
益
権
的
側
面
）、
会
社
の
利
益
を
守
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
の
株
主
名
簿
の
利
用
状
況
に
鑑
み
、

会
社
機
関
を
監
視
し
、
会
社
の
利
益
を
確
保
す
る
と
は
、
委
任
状
勧
誘
や
少
数
株
主
権
行
使
の
勧
誘
と
い
う
株
主
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
２
）（

以
下
、
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株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
通
し
て
経
営
陣
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
陣
に
対
す
る
規
律
と
し
て
働
く
と

い
う
ロ
ジ
ッ
ク
と
理
解
で
き
る
。

も
と
も
と
右
の
よ
う
な
趣
旨
で
認
め
ら
れ
た
株
主
名
簿
は
、
法
律
的
に
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
機
能
を
果
た
す
が
（
①
株
主
名
簿
の
名
義
書
換

が
会
社
に
対
す
る
株
式
移
転
の
対
抗
要
件
と
な
る
（
二
〇
六
条
一
項
）、
②
株
主
名
簿
へ
の
記
載
が
登
録
質
の
成
立
要
件
と
な
る
（
二
〇
九
条
一
項
）、

③
会
社
か
ら
株
主
・
質
権
者
に
対
す
る
通
知
・
催
告
の
あ
て
先
ま
た
は
配
当
等
の
会
社
に
よ
る
義
務
履
行
の
場
所
は
、
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
住

所
と
な
る
（
二
二
四
条
一
項
、
配
当
支
払
一
項
・
四
項
）、
④
株
主
が
株
券
の
所
持
を
欲
し
な
い
旨
を
申
し
出
た
場
合
に
、
会
社
が
株
券
を
発
行
し

な
い
旨
が
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
株
主
が
提
出
し
た
株
券
は
無
効
と
な
る
（
二
二
六
条
ノ
二
・
一
項
二
項
三
項
））、
基
本
的
に
は
、

「
会
社
の
便
宜
」
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
３
）。

株
式
の
譲
渡
は
会
社
と
無
関
係
に
行
わ
れ
る
が
、
集
団
的
権
利
行
使
の
つ
ど

株
主
名
簿
の
記
載
に
基
づ
い
て
画
一
的
処
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
絶
え
ず
変
動
す
る
多
数
の
株
主
を
有
す
る
会
社
に
と
っ
て
便
宜
で
あ

る
。
ま
た
、
株
主
は
株
主
名
簿
の
記
載
に
基
づ
き
会
社
に
対
す
る
権
利
行
使
が
可
能
に
な
る
一
方
、
会
社
に
と
っ
て
も
株
主
総
会
に
お
け
る
定
足
数

の
確
保
等
に
資
す
る
ほ
か
、
会
社
は
権
利
行
使
の
つ
ど
株
券
の
真
偽
を
確
か
め
る
な
ど
の
煩
雑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
し
、
配
当
支
払
い
な
ど
会
社
の

義
務
の
履
行
も
名
簿
の
記
載
に
従
え
ば
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

右
に
見
た
よ
う
な
株
主
名
簿
の
利
用
形
態
で
あ
れ
ば
、
本
稿
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
生
じ
な
い
。
株
主
名
簿
を
会
社
（
ま
た
は
名
義
書
換
代
理
人
）

が
所
持
・
管
理
し
、
株
主
は
正
当
な
目
的
さ
え
証
明
で
き
れ
ば
、
会
社
に
対
し
て
権
利
を
行
使
で
き
る
他
の
株
主
の
情
報
（
株
主
情
報
）
を
入
手
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
株
主
は
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
必
要
不
可
欠
と
も
い
え
る
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
現
前
の
事
実
に
接
す
る
と
、
商
法
が
予
定
す
る
株
主
名
簿
の
作
成
と
そ
の
閲
覧
制
度
の
存
在
意
義
を
問
い
直
す
必
要
を

三
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痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
り
わ
け
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
と
き
そ
の
疑
義
を
深
め
る
。

第
一
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
東
京
ス
タ
イ
ル
経
営
陣
と
Ｍ
＆
Ａ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
委
任
状
勧
誘
合
戦
（p

rox
y

figh
t

）

で
あ
る
。
こ
の
委
任
状
勧
誘
合
戦
を
行
う
に
当
た
り
、
双
方
と
も
、
委
任
状
勧
誘
サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ
＆
Ａ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ→

米
ジ
ョ
ー
ジ
ソ
ン
・

シ
ェ
ア
ホ
ー
ル
ダ
ー
ズ
、
東
京
ス
タ
イ
ル→

英
シ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
・
デ
ュ
ー
・
ロ
ジ
ャ
ー
ソ
ン
）
を
利
用
し
た
事
実
が
報
道
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

ま
た
、
投

資
家
が
株
主
提
案
権
を
行
使
す
る
た
め
、
他
の
株
主
の
賛
同
を
得
よ
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
（
ヤ
フ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）
を
使
っ
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

こ
の
う
ち
、
前
者
の
背
景
的
要
因
と
し
て
、
外
国
人
株
主
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
株
主
名
簿
上
は
、
外
国
信
託
銀
行
名
し
か
載
っ
て
お
ら
ず
、

信
託
銀
行
の
背
後
の
実
質
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
探
し
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
議
決
権
行
使
を
勧
誘
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
外
国
人
株
主
が
存
在
す
る
と
き
商
法
の
予
定
す
る
株
主
名
簿
の
作
成
と
そ
の
閲
覧
制
度
は
、
委
任
状
勧
誘
合
戦
に
必
ず
し
も
役
に
立
た
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
コ
ス
ト
面
で
は
合
理
的
で
は
あ
っ
て
も
頼
り
な
い
手

段
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

株
主
名
簿
上
の
名
義
株
主
と
実
際
に
株
式
を
保
有
す
る
実
質
株
主
と
に
不
一
致
が
生
じ
る
場
合
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
請
求
は
、
委
任
状
勧
誘
等
、

実
質
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
株
主
に
は
効
果
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
株
主
名
簿
閲
覧
請
求
は
、
会
社
が
外
資
系
企
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
基
に
し
て
得
た
実
質
株
主
の
情
報
に
ま
で
及
び
う
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
こ
ま
で
及
び
得
な
い
と
す
る
と
、

委
任
状
勧
誘
を
通
じ
て
現
在
の
経
営
陣
に
反
対
の
提
案
を
し
よ
う
と
す
る
株
主
が
株
主
名
簿
を
閲
覧
し
て
も
、
期
中
の
変
動
を
反
映
し
た
現
在
の
株

主
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
二
は
、
我
が
国
で
は
、
株
券
等
の
保
管
お
よ
び
受
渡
し
の
合
理
化
を
図
り
、
も
っ
て
株
券
の
円
滑
な
流
通
に
資
す
る
た
め
、
昭
和
五
九
年
に

「
株
券
等
の
保
管
及
び
振
替
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
保
振
法
）
を
制
定
し
、
株
券
を
保
管
振
替
機
関
に
集
中
保
管
し
た
ま
ま
口
座
簿
上
の
振
替
に

よ
っ
て
決
済
す
る
株
券
保
管
振
替
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
を
完
全
な
制
度
に
ま
で
整
備
す
る
た
め
の
法
律
が
、
平
成
一
六

年
に
成
立
し
た
「
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
以
下
、

株
式
等
決
済
合
理
化
法
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
株
券
等
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
て
（
商
法
に
お
け
る
株
券
不
発
行
制
度
の
導
入
）、「
社
債
、
株

式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
社
債
等
振
替
法
）
に
お
け
る
株
式
の
振
替
制
度
（
６
）が

導
入
さ
れ
た
。
後
の
議
論
に
お
い
て
も
う
少
し
詳
し
く

述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
制
度
は
、
本
稿
の
問
題
関
心
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
投
資
家
間
で
の
権
利
の
売
買
が
口
座
の
振
替
あ
る
い
は
帳
簿
の
記

載
に
よ
っ
て
な
さ
れ
（「
帳
簿
化
」）、
簡
易
・
迅
速
・
大
量
・
安
全
な
権
利
移
転
処
理
が
可
能
と
な
っ
た
状
況
に
お
い
て
、
帳
簿
を
管
理
・
保
管
す

る
機
関
な
い
し
仲
介
機
関
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
仲
介
機
関
が
多
数
の
顧
客
を
対
象
と
し
て
存
在
し
、
ま
た
、
複
層
的
に
存
在
す

る
と
い
う
構
造
を
も
つ
（
７
）。

こ
の
構
造
に
お
い
て
、
帳
簿
を
保
管
・
管
理
す
る
機
関
は
会
社
か
ら
分
離
・
独
立
す
る
、
し
た
が
っ
て
株
主
情
報
が
会
社

か
ら
分
離
・
独
立
す
る
現
象
（「
株
主
情
報
の
会
社
か
ら
の
分
離
」）
を
伴
う
結
果
と
な
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
に
よ
り
株
主
情
報
が
株
主

か
ら
分
離
・
独
立
す
る
現
象
（「
株
主
情
報
の
株
主
か
ら
の
分
離
」）
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
第
一
の
事
実
と
同
じ
よ
う

に
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
企
図
す
る
株
主
に
と
っ
て
、
商
法
に
お
け
る
株
主
名
簿
の
作
成
と
そ
の
閲
覧
制
度
が
直
接
に
役
立
つ
制
度
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

以
上
見
た
と
お
り
、
株
主
名
簿
の
作
成
と
そ
の
閲
覧
と
が
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
株
主
に
と
っ
て
当
然
に
役
立
つ
制

度
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
筆
者
の
問
題
関
心
の
出
発
点
に
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
、
株
主
名
簿
の
存
在

五
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意
義
を
ど
う
考
え
る
か
、
株
主
名
簿
を
商
法
上
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
株
主
情
報
は
誰
の
た
め
の
も
の
な
の
か
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

意
義
を
積
極
的
に
認
め
て
い
く
べ
き
か
否
か
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
株
主
に
株
主
情
報
の
入
手
を
認
め
る
べ
き
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
べ
き
か
、
そ
の
解
釈
論
・
立
法
論
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

２．

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
本
稿
の
構
成

（1）

問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

株
主
名
簿
は
、
流
通
性
を
保
障
す
る
証
券
法
理
と
社
団
関
係
を
規
律
す
る
社
団
法
理
と
の
連
結
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
連
結
に
お
け
る
均
衡
状
態
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
進
展
を
背
景
と
し
て
、「
流
通
法
理
の
優
位
、
社
団
法
理
の
後
退
」
の
方
向
に
移
動

し
て
き
た
と
い
え
る
。
均
衡
状
態
の
変
動
を
探
り
な
が
ら
、
株
主
情
報
が
誰
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
、
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
制
度
的
に
い
か
な
る
変
容
を
受
け
て
き
た
か
を
分
析
す
る
。
株
主
情
報
が
株

式
発
行
者
（
会
社
）
の
も
と
で
一
元
的
に
保
管
・
管
理
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
保
管
振
替
制
度
に
お
け
る
保
管
振
替
機
関
で
の
振
替
口
座
簿
と
そ

の
情
報
の
通
知
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
最
新
の
振
替
制
度
に
お
け
る
振
替
機
関
で
の
振
替
口
座
簿
で
の
一
元
的
管
理
シ
ス
テ
ム
に
至
る
過
程
で
、
会

社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
き
た
の
か
、
そ
れ

は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
変
化
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
歓
迎
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
と
、
い
か
に
し
て
垂
直

的
お
よ
び
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
べ
き
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
つ
い
て
振
替
制
度
に
お
け
る
「
流
通
法
理
と
社
団
法
理
の
均

衡
点
」
を
探
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
法
を
手
が
か
り
と
し
て
検
討
す
る
。
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（2）

本
稿
の
構
成

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
二．

に
お
い
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
「
流
通
法
理
と
社
団
法
理
」
の
連
結
点
が
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て
き
た
の
か
、
そ
し
て

現
在
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
見
定
め
る
た
め
、
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
の
諸
制
度
に
つ
い
て
、
商
法
、
保
振
法
、
社
債
等
振
替
法
を
中
心
に
分
析
・
検
討
す
る
。
次
に
、
三．

に
お
い
て
は
、
二．

に
お
け
る
検

討
を
踏
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
議
論
状
況
を
分
析
す
る
。
こ
こ
で
は
、
名
義
上
の
株
主
と
実
質
株
主
の
不
一
致
が
生
じ
る
場
合
に
、
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
例
を
中
心
に
検
討
す
る
。
四．

に
お
い
て
は
、
三．

で
得
ら
れ
た
比
較
法
的
な
分
析
結
果
を

も
と
に
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
解
釈
論
お
よ
び
立
法
論
的
な
検
討
を
行
う
。

（
１
）

大
判
昭
和
八
年
五
月
一
八
日
法
学
二
巻
一
四
九
〇
頁
参
照
。

（
２
）

前
田
重
行
「
株
主
の
情
報
開
示
請
求
権
の
行
使
と
そ
の
濫
用
規
制
に
つ
い
て
」
竹
内
昭
夫
編
『
特
別
講
義
商
法
Ⅰ
』
七
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
）、

尾
崎
安
央
「
株
主
名
簿
閲
覧
請
求
と
権
利
濫
用
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
四
八
号
二
七
頁
（
一
九
九
七
）
参
照
。

（
３
）

石
井
照
久
『
会
社
法
（
上
）』
二
〇
五
頁
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
大
隈
健
一
郎
「
株
式
の
譲
渡
」
田
中
耕
太
郎
編
『
株
式
会
社
法
講
座
』
六

五
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
五
六
年
）、
大
森
忠
夫
＝
矢
沢
惇
編
『
注
釈
会
社
法
（
３
）』
一
四
四
頁
―
一
四
五
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）
等
参
照
。

（
４
）

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
六
日
一
五
頁
。
な
お
、
日
本
産
業
新
聞
二
〇
〇
二
年
五
月
二
三
日
二
四
頁
を
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
５
）

サ
ン
ユ
ー
建
設
の
投
資
家
で
あ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
・
商
事
法
務
一
七
一
六
号
四
九
頁
、「
個
人
投
資
家
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
日
本
経
済
新
聞
二
〇
〇
四
年
一
二
月

一
八
日
一
五
頁
参
照
。

（
６
）

改
正
法
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
尾
崎
輝
宏
＝
吉
田
修
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
の
概
要
﹇
Ⅰ
〜
Ⅳ
・
完
﹈」
商
事
法
務
一
七
〇
一
号

四
頁
以
下
、
一
七
〇
二
号
四
頁
以
下
、
一
七
〇
三
号
一
八
頁
以
下
、
一
七
〇
四
号
二
〇
頁
以
下
（
二
〇
〇
四
）、
始
関
正
光
「
電
子
公
告
制
度
・
株
券

等
不
発
行
制
度
の
導
入
﹇
Ⅰ
〜
XI
﹈」（
連
載
中
）
商
事
法
務
一
七
〇
五
号
三
六
頁
、
一
七
〇
七
号
一
二
頁
、
一
七
〇
八
号
二
六
頁
、
一
七
〇
九
号
二
四

七
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八

頁
、
一
七
一
一
号
二
三
頁
、
一
七
一
二
号
三
二
頁
、
一
七
一
三
号
二
三
頁
、
一
七
一
四
号
二
九
頁
、
一
七
一
六
号
二
一
頁
、
一
七
一
七
号
四
五
頁
、
一

七
一
八
号
四
四
頁
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
７
）

神
田
秀
樹
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
有
価
証
券
法
理
の
将
来
」
岸
田
雅
雄
＝
森
田
章
＝
森
本
滋
編
『
現
代
企
業
と
有
価
証
券
法
理
』
一
五
八
頁
（
有
斐

閣
、
一
九
九
四
））
参
照
。
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二
　
株
主
情
報
の
入
手
方
法
の
変
遷
と
新
た
な
問
題
―
日
本
法

会
社
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
こ
の
両
者
が
相
俟
っ
て
そ
の
本
来
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
主
総
会
に
お
け
る
意
思
決
定
は
、
集

合
行
為
問
題
に
直
面
し
、
形
骸
化
す
る
可
能
性
を
内
在
化
さ
せ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
質
化
す
る
に
は
、
水
平

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
有
用
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
意
味
を
も
つ
の
は
、
会
社
と
株
主
の
間
の
垂
直
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
会
社
お
よ
び
株
主
が
ど
の
よ
う
に
し

て
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
か
を
み
て
い
く
。

１．

制
度
の
概
要

（1）

株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
一
つ
の
有
効
な
方
法
は
、
い
わ
ゆ
る
大
株
主
と
接
触
を
試
み
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
（
１
）。

大
株
主
の
状
況
を
知
る
方
法
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
、
有
価
証
券
報
告
書
で
あ
る
。
事
業
年
度
ご
と
に
、
当
該
事
業
年
度
経
過
後
三
ヶ
月
以
内
に
、

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
（
証
券
取
引
法
二
四
条
一
項
、
以
下
、
証
取
法
）、
提
出
さ
れ
た
有
価
証
券
報
告
書
は
、
財
務
局
、

発
行
者
の
本
店
お
よ
び
主
要
な
支
店
、
さ
ら
に
上
場
会
社
ま
た
は
店
頭
売
買
有
価
証
券
登
録
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
証
券
取
引
所
ま
た
は
日

本
証
券
業
協
会
で
五
年
間
公
開
さ
れ
る
（
証
取
法
二
五
条
、
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内
閣
府
令
二
一
条
（
以
下
、
開
示
府
令
））。
有
価
証
券

報
告
書
で
は
、
大
株
主
の
記
載
は
上
位
一
〇
名
程
度
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
半
期
報
告
書
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
主
要
株
主
（
証
取
法
一

九
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一
〇

六
三
条
一
項
﹇
発
行
会
社
の
百
分
の
十
以
上
の
議
決
権
﹈）
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
臨
時
報
告
書
に
お
い
て
同
じ
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
（
証
取

法
二
四
条
の
五
・
一
項
四
項
、
開
示
府
令
一
九
条
二
項
四
号
）。

も
う
一
つ
に
は
、
営
業
報
告
書
が
あ
る
。
営
業
報
告
書
に
は
、
会
社
の
上
位
七
名
以
上
の
大
株
主
の
記
載
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
持
株
数
な

ら
び
に
当
該
大
株
主
へ
の
出
資
の
状
況
（
議
決
権
の
比
率
を
含
む
）
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
る
（
商
法
施
行
規
則
一
〇
三
条
一
項
七
号
）
（
２
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
常
に
功
を
奏
す
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
と
り
わ
け
最
近
は
、
企
業
の
Ｉ
Ｒ

活
動
や
証
券
取
引
所
に
よ
る
四
半
期
開
示
の
導
入
の
動
き
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
人
株
主
と
の
平
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
性
を
増

し
て
き
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
個
人
株
主
と
の
接
触
の
可
能
性
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（2）

個
人
株
主
の
情
報
を
入
手
す
る
方
法
と
し
て
、
ま
ず
、
商
法
上
の
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
（
商
法
二
六
三
条
三
項
）
が
あ
る
。
商
法
上
、

株
主
は
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
時
で
も
閲
覧
謄
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
が
、
判
例
お
よ
び
学
説
上
、
ま
っ
た
く
正
当
な
目
的
を

欠
く
場
合
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
（
３
）。

た
だ
、
少
な
く
と
も
、
本
稿
が
念
頭
に
お
く
よ
う
な
場
合
、
つ
ま
り
株
主
が
現
経

営
陣
に
敵
対
す
る
提
案
を
行
い
、
委
任
状
勧
誘
合
戦
を
行
う
た
め
の
準
備
と
し
て
株
主
名
簿
を
閲
覧
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
正
当
な
目
的
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
株
主
名
簿
閲
覧
の
正
当
な
目
的
そ
の
も
の
は
存
在
す
る
も
の
と
想
定
し
て
検
討
を
進
め
る
。

で
は
、
証
券
取
引
所
や
日
本
証
券
業
協
会
が
要
求
す
る
よ
う
に
、
上
場
会
社
が
名
義
書
換
代
理
人
を
お
い
た
場
合
に
、
株
主
は
名
義
書
換
代
理
人

を
相
手
と
し
て
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
を
な
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
名
義
書
換
代
理
人
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
職
務
権
限
お
よ

び
資
格
等
に
つ
い
て
の
法
規
制
は
ま
っ
た
く
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
当
事
者
間
の
委
託
契
約
の
内
容
に
よ
り
職
務
権
限
が
定
ま
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
場
合
、
株
式
事
務
一
切
を
名
義
書
換
代
理
人
に
取
り
扱
わ
せ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
株
主
名
簿
も
名
義
書
換
代
理
人
の
営
業
所
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に
の
み
備
え
置
く
こ
と
と
な
り
、
会
社
の
本
店
に
は
備
え
置
か
れ
て
い
な
い
（
４
）。

会
社
自
身
が
株
主
名
簿
の
書
換
事
務
を
行
わ
ず
、
外
部
機
関
に
委
託

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
一．

の
問
題
の
提
起
で
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、「
株
主
情
報
の
会
社
か
ら
の
分
離
」
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

次
の
判
決
お
よ
び
決
定
が
参
考
と
な
る
。

①
東
京
地
裁
平
成
四
年
一
〇
月
二
〇
日
判
決
（
５
）

名
義
書
換
代
理
人
に
名
簿
閲
覧
・
謄
写
請
求
に
応
じ
る
権
限
が
あ
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
第
一
に
、
委
託
会
社
と
名
義
書
換
代

理
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
名
義
書
換
代
理
人
委
託
契
約
書
」
に
は
、
当
該
権
限
は
委
託
事
務
の
範
囲
と
し
て
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
第
二
に
、
代
理
人
銀
行
の
「
証
券
代
行
事
務
取
扱
要
領
」
に
は
、
請
求
に
対
す
る
折
衝
に
は
委
託
会
社
が
あ
た
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

認
定
し
、
閲
覧
・
謄
写
に
応
ず
る
義
務
は
な
い
と
の
判
断
を
下
し
た
。

②
東
京
地
裁
昭
和
六
三
年
一
一
月
一
四
日
決
定
（
６
）

裁
判
所
か
ら
株
主
総
会
の
招
集
許
可
を
得
た
少
数
株
主
は
、
招
集
通
知
を
発
送
す
べ
き
株
主
を
確
知
す
る
た
め
に
株
主
名
簿
を
閲
覧
で
き
る
と
こ

ろ
、
名
義
書
換
代
理
人
に
お
け
る
名
義
書
換
事
務
処
理
の
都
合
上
、
基
準
日
現
在
の
株
主
名
簿
の
作
成
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
裁
判
所
の
定
め
た
期

限
ま
で
に
招
集
通
知
の
発
送
が
で
き
な
い
場
合
に
、
総
会
招
集
の
た
め
ど
の
よ
う
な
書
類
を
閲
覧
で
き
る
か
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、

「
基
準
日
現
在
の
株
主
を
最
終
的
に
確
定
し
た
株
主
名
簿
の
作
成
を
待
っ
て
い
て
は
裁
判
所
の
定
め
た
期
限
ま
で
の
総
会
招
集
が
事
実
上
不
可
能
に

な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
株
主
名
簿
に
代
り
基
準
日
現
在
の
株
主
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
の
閲
覧
・
謄
写
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
一
般
論
を
述
べ
、
結
論
と
し
て
、
株
主
名
簿
の
ほ
か
、（
名
義
書
換
代
理
人
に
送
付
さ
れ
て
き
た
）
基
準
日
ま
で
の
名
義

書
換
請
求
書
お
よ
び
こ
れ
に
対
応
す
る
株
券
の
閲
覧
・
謄
写
を
請
求
で
き
る
と
し
た
。
本
決
定
は
、
招
集
株
主
に
よ
る
総
会
招
集
権
を
実
効
的
な
も

一
一
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二

の
と
す
る
た
め
、
名
義
書
換
代
理
人
の
も
と
に
あ
る
株
券
お
よ
び
名
義
書
換
請
求
書
の
閲
覧
を
求
め
る
仮
処
分
申
請
を
認
め
た
。

右
の
①
②
の
二
つ
を
み
る
限
り
、
株
主
が
名
義
書
換
代
理
人
の
も
と
に
あ
る
株
主
名
簿
ま
た
は
名
義
書
換
請
求
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
無
制
約
に

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
に
、
名
義
書
換
代
理
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
閲
覧
請
求
に
応
じ
る
権
限
が
法
律
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
発
行
会
社
が
株
主
名
簿
の
閲
覧
請
求
に
応
じ
る
権
限
を
与
え
た
場
合
に
、
株
主
は
名
義
書
換
代
理
人
に
対
し
、
株
主
名
簿
ま
た
は
そ
の
作
成
の

基
礎
と
な
る
資
料
を
閲
覧
謄
写
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
総
会
招
集
権
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
少
数
株
主
権
の
行
使
の
た
め
に
や
む
こ
と

を
得
ざ
る
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
閲
覧
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
と
決
定
の
趣
旨
を
狭
く
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
と
、
株
主
情
報
の
入
手

が
重
要
と
な
る
局
面
、
例
え
ば
、
委
任
状
勧
誘
合
戦
を
今
行
う
べ
き
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
少
数
株
主
に
よ
る
招
集
（
請
求
）
権
を
行
使
す
べ
き
か

等
の
判
断
を
す
る
に
際
し
、
名
義
書
換
代
理
人
の
も
と
に
あ
る
株
券
お
よ
び
名
義
書
換
請
求
書
の
閲
覧
・
謄
写
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
総
会
の
開
催
期
限
が
迫
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
事
情
（
緊
急
性
）
が
存
在
し
な
い
限
り
、
会
社
を
経
由
し
て
名
義
書
換
代

理
人
の
も
と
に
あ
る
情
報
を
入
手
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
株
主
が
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
の
は
、
上
場
会
社
が
名
義
書
換
代
理
人
を
置
い
た
場
合
、

株
主
名
簿
閲
覧
に
応
じ
る
権
限
を
明
示
的
に
与
え
て
い
る
と
き
、
あ
る
い
は
正
規
の
手
続
き
に
従
っ
て
株
主
名
簿
の
作
成
を
し
た
の
で
は
間
に
合
わ

な
い
よ
う
な
緊
急
の
場
合
で
あ
る
。
上
場
会
社
が
名
義
書
換
事
務
処
理
の
た
め
名
義
書
換
代
理
人
に
業
務
を
委
託
し
た
時
点
で
す
で
に
「
株
主
情
報

の
株
主
か
ら
の
分
離
」
が
生
じ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（3）

個
人
株
主
の
株
主
情
報
を
入
手
す
る
方
法
と
し
て
、
次
に
、
保
管
振
替
制
度
お
よ
び
株
式
振
替
制
度
が
あ
る
。

新
た
な
振
替
制
度
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
平
成
一
六
年
の
株
式
等
決
済
合
理
化
法
に
よ
る
株
券
不
発
行
制
度
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
保
管
振
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替
制
度
が
抱
え
て
い
た
問
題
点
を
解
消
し
、
保
振
法
の
理
念
を
さ
ら
に
完
全
な
も
の
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
株
式
等
決
済
合
理
化
法
に
よ
る
社
債
等

振
替
法
の
改
正
は
、
有
価
証
券
に
表
示
さ
れ
る
べ
き
権
利
の
流
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
法
整
備
で
あ
る
が
、
そ
の
流
れ
は
有
価
証
券
と
い
う
紙

の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
有
価
証
券
の
流
通
の
円
滑
化
を
目
的
と
す
る
株
券
振
替
決
済
制
度
が
整
備
さ
れ
た
時
点
で
始
ま
っ
て
い
た
（
７
）。

各
制
度
の
異
同
を
簡
単
に
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
（
８
）。

昭
和
四
七
年
か
ら
上
場

株
券
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
株
券
振
替
決
済
制
度
で
は
、
株
式
の
流
通
面
の
合
理
化
だ
け
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
九
年
に
施
行
さ
れ

た
株
券
保
管
振
替
制
度
で
は
、
証
券
業
界
が
期
末
継
続
預
託
の
方
法
を
開
発
し
、
株
式
の
流
通
面
に
加
え
て
、
保
管
と
い
う
株
主
管
理
の
方
法
を
対

象
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
振
替
決
済
制
度
の
弱
点
が
改
善
さ
れ
た
。

で
は
、
新
た
な
振
替
制
度
は
、
株
券
保
管
振
替
制
度
を
ど
の
よ
う
に
進
展
さ
せ
た
の
か
（
９
）。

第
一
に
、
保
管
振
替
制
度
で
は
、
株
主
名
簿
と
は
別
に

実
質
株
主
名
簿
を
作
成
（
二
重
帳
簿
の
作
成
・
管
理
）
す
る
の
に
対
し
、
振
替
制
度
で
は
総
株
主
通
知
に
よ
っ
て
の
み
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
が
行

わ
れ
る
。
第
二
に
、
保
管
振
替
制
度
で
は
個
別
的
権
利
行
使
の
際
に
は
保
管
振
替
機
関
か
ら
株
券
の
交
付
を
受
け
て
自
己
名
義
に
書
き
換
え
る
こ
と

に
よ
り
救
済
さ
れ
る
の
に
対
し
、
振
替
制
度
で
は
、
振
替
口
座
簿
の
記
載
・
記
録
を
基
準
と
し
て
個
別
株
主
通
知
を
権
利
行
使
の
要
件
と
す
る
た
め
、

株
主
名
簿
の
書
き
換
え
は
不
要
と
な
る
。
第
三
に
、
株
券
を
保
管
機
関
に
預
け
る
と
、
継
続
保
有
期
間
の
中
断
の
問
題
が
生
じ
た
が
（
保
振
法
二
九

条
一
項
）、
振
替
制
度
で
は
、
株
券
不
発
行
制
度
の
導
入
を
受
け
て
、
振
替
口
座
簿
に
よ
る
権
利
帰
属
の
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
問
題

は
解
消
さ
れ
た
（
振
替
法
一
六
二
条
一
項
参
照
）。

以
上
の
よ
う
な
各
制
度
の
相
違
は
、
振
替
制
度
の
も
と
で
有
価
証
券
に
表
示
さ
れ
る
べ
き
権
利
の
流
通
の
円
滑
化
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

た
と
え
間
接
的
で
あ
れ
、
会
社
・
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
社
団
法
理
の
実
質
化
を
図
る
方
向
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
シ

一
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一
四

ス
テ
ム
の
現
代
化
が
社
団
法
理
の
改
善
に
結
び
つ
く
歓
迎
す
べ
き
現
象
と
い
え
る
。

し
か
し
他
方
で
、
振
替
制
度
の
進
展
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
問
題
を
見
逃
す
べ
き
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
株
主
名
簿
の
書
換
え
は
、
限

定
的
に
標
準
化
さ
れ
た
集
団
的
権
利
行
使
の
際
に
会
社
に
対
す
る
一
斉
通
知
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
保
管
振
替
制
度
で
は
、

株
主
の
閲
覧
請
求
の
対
象
と
な
る
実
質
株
主
名
簿
を
作
成
す
る
た
め
、
振
替
機
関
が
会
社
に
対
し
て
通
知
す
べ
き
場
合
は
、
基
準
日
に
お
け
る
株
主

の
権
利
行
使
等
の
場
合
に
限
定
さ
れ
（
保
振
法
三
一
条
一
項
各
号
）、
個
別
に
権
利
行
使
を
考
え
て
い
る
株
主
が
他
の
株
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ろ
う
と
し
て
も
、
期
中
の
変
動
を
反
映
し
た
そ
の
時
点
で
の
実
質
株
主
を
名
簿
か
ら
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
振
替
制
度
で
は
、

振
替
機
関
か
ら
の
「
総
株
主
通
知
」
に
よ
り
株
主
名
簿
の
書
換
え
が
な
さ
れ
る
の
は
、
議
決
権
の
行
使
や
利
益
配
当
等
す
べ
て
の
株
主
に
一
斉
に
権

利
行
使
さ
せ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
（
社
債
等
振
替
法
一
五
九
条
一
項
各
号
）。

第
二
に
、
会
社
が
株
主
情
報
を
管
理
・
保
管
す
る
振
替
機
関
・
口
座
管
理
機
関
に
対
し
て
株
主
情
報
を
請
求
で
き
る
場
合
が
限
定
さ
れ
る
。
保
管

振
替
制
度
で
は
、「
実
質
株
主
に
よ
る
権
利
行
使
が
あ
る
と
き
そ
の
他
会
社
に
必
要
が
あ
る
と
き
」
は
会
社
に
よ
る
通
知
請
求
（
同
法
三
一
条
五
項
）

を
認
め
、
こ
れ
が
実
質
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
（
同
法
三
二
条
五
項
）。
振
替
制
度
で
は
、
会
社
に
は
「
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
場
合
に
、
振
替

機
関
に
対
す
る
「
総
株
主
通
知
請
求
」
が
認
め
ら
れ
（
社
債
等
振
替
法
一
五
九
条
八
項
）、
ま
た
、
株
主
に
よ
る
個
別
的
な
権
利
行
使
に
際
し
て
、

そ
の
者
が
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
判
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
正
当
な
理
由
」
に
基
づ
き
、
特
定
加
入
者
の
口
座
を
開
設
す
る
振
替
機

関
ま
た
は
口
座
管
理
機
関
に
対
す
る
振
替
口
座
簿
記
録
事
項
提
供
請
求
が
認
め
ら
れ
る
（
社
債
等
振
替
法
二
九
九
条
後
段
）。

そ
し
て
第
三
に
、
第
一
で
み
た
よ
う
に
、
会
社
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
会
社
か
ら
株
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

る
が
、
株
主
が
株
主
情
報
を
管
理
・
保
管
す
る
機
関
の
有
す
る
株
主
情
報
を
入
手
す
る
た
め
の
制
度
的
手
当
て
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
会
社
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だ
け
が
「
正
当
な
理
由
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
株
主
情
報
を
適
時
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
株
主
が
株
主
情
報
を
入
手
し
よ
う

と
思
え
ば
、
会
社
が
受
け
た
総
株
主
通
知
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
株
主
名
簿
を
商
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
閲
覧
謄
写
請
求
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
に

な
る
。

こ
れ
ら
は
、
振
替
制
度
が
帳
簿
を
管
理
・
保
管
す
る
機
関
な
い
し
仲
介
機
関
の
存
在
を
前
提
と
し
、「
帳
簿
化
」
に
よ
る
権
利
移
転
処
理
を
可
能

に
す
る
状
況
に
お
い
て
、
株
式
等
の
流
通
の
円
滑
化
が
実
現
さ
れ
る
に
伴
い
、
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
株

主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
制
約
さ
れ
る
現
象
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
社
団
法
理
の
後
退
と
し
て
検
討
に
値
す
る
。
株

主
情
報
と
そ
の
記
載
・
記
録
の
さ
れ
た
株
主
名
簿
は
「
社
団
法
理
と
流
通
法
理
」
の
連
結
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
商
法
上
の
株
主
名
簿
閲

覧
請
求
制
度
か
ら
現
在
の
振
替
制
度
ま
で
の
流
れ
を
み
る
限
り
、
均
衡
状
態
は
流
通
法
理
よ
り
に
大
幅
に
移
動
し
て
き
た
と
い
え
る
。
言
い
換
え
る

と
、
流
通
法
理
と
社
団
法
理
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
、
す
な
わ
ち
流
通
法
理
の
促
進
に
よ
る
社
団
法
理
の
後
退
現
象
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２．

株
主
情
報
の
制
限
的
な
入
手
可
能
性
と
会
社
・
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

新
た
な
振
替
制
度
で
は
、「
帳
簿
化
」
に
よ
る
簡
易
・
迅
速
・
大
量
・
安
全
な
権
利
移
転
が
可
能
と
な
り
、
実
質
株
主
名
簿
が
消
失
し
、
株
主
名

簿
に
一
本
化
さ
れ
る
点
で
す
っ
き
り
し
た
が
、
株
主
情
報
を
管
理
・
保
管
す
る
機
関
の
設
置
に
よ
り
、
株
主
情
報
が
会
社
ひ
い
て
は
株
主
か
ら
分
離

す
る
結
果
と
な
り
、
個
別
的
な
権
利
行
使
の
た
め
に
株
主
が
株
主
情
報
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
制
度
的
な
手
当
て
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

す
で
に
会
社
が
入
手
し
て
作
成
し
た
株
主
名
簿
か
ら
、
必
ず
し
も
期
中
に
お
け
る
変
動
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
旧
株
主
情
報
を
入
手
す
る
ほ
か
な
い

こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

一
五



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

一
六

こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
伝
統
的
な
商
法
の
予
定
す
る
株
主
名
簿
お
よ
び
そ
の
閲
覧
謄
写
請
求
と
比
べ
る
と
著
し
い
対
照
を
な
す
。
従
来
、
株
主
名

簿
は
会
社
が
管
理
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
株
主
情
報
は
会
社
が
支
配
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
は
、
い
わ
ば
株

主
情
報
を
独
占
す
る
会
社
に
対
し
、
株
主
が
株
主
情
報
の
面
で
同
等
の
地
位
を
得
る
た
め
の
制
度
と
し
て
機
能
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
振
替
制
度
に
至
る
過
程
で
、
権
利
の
流
通
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
、
株
券
の
保
管
・
受
渡
し
の
合
理
化
を
進
め
た
結
果
、
株
主

情
報
に
関
す
る
二
つ
の
「
会
社
か
ら
の
分
離
」
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
株
主
情
報
を
管
理
す
る
機
関
（
保
管
振
替
機
関
、

振
替
機
関
）
の
分
離
（
以
下
、「
会
社
と
振
替
機
関
の
分
離
」）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
会
社
の
所
持
す
る
株
主
情
報
の
分
離
（
以
下
、「
会
社
と

株
主
情
報
の
分
離
」）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
社
か
ら
の
分
離
は
、
ひ
い
て
は
株
主
か
ら
の
分
離
を
同
じ
よ
う
に
生
じ
さ
せ
る
危
険
を
孕
ん
で
い
る
。

「
会
社
か
ら
の
分
離
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
振
替
決
済
制
度
に
お
い
て
、「
直
接
方
式
を
採
り
、
実
質
株
主
が
集
団
的
権
利
行
使
の
時
点
に
お

い
て
、
発
行
会
社
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
の
み
提
出
さ
れ
る
だ
け
だ
と
す
る
と
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
実
質

株
主
の
み
を
知
り
得
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
外
の
時
点
に
お
け
る
株
主
の
移
動
を
知
り
得
ず
、
経
営
上
問
題
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
た
（
10
）。

ま
た
、
保
管
振
替
制
度
で
は
、
振
替
機
関
の
事
務
負
担
軽
減
（
事
務
処
理
コ
ス
ト
）
あ
る
い
は
期
中
に
お
い
て
実
質
株
主
の
変

動
や
持
株
数
の
変
動
を
逐
一
報
告
す
る
こ
と
は
実
益
に
乏
し
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
（
11
）、

集
団
的
権
利
行
使
あ
る
い
は
会
社
の
必
要
な
と
き
だ
け
会
社

が
通
知
を
要
求
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
振
替
制
度
で
も
、
振
替
機
関
等
の
事
務
負
担
が
過
大
に
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
株
主
情
報

が
不
適
切
な
利
用
を
さ
れ
な
い
こ
と
等
に
配
慮
し
て
（
12
）、

振
替
機
関
か
ら
の
総
株
主
通
知
が
な
さ
れ
る
以
外
の
場
面
で
は
、
会
社
に
「
正
当
な
理
由
」

が
あ
る
と
き
の
み
通
知
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
会
社
が
株
主
情
報
を
入
手
す
る
の
に
「
正
当
な
理
由
」
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
か
を
問
題
と
し
う
る
。
会
社
か
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ら
独
立
し
た
機
関
に
お
い
て
株
主
情
報
が
保
管
・
管
理
さ
れ
る
と
、
な
ぜ
、
会
社
は
株
主
情
報
の
入
手
を
制
限
さ
れ
る
の
か
、
事
務
処
理
の
負
担
は

理
由
と
な
り
う
る
か
を
問
う
余
地
は
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
き
、
四
１．

（2）
参
照
）。

も
っ
と
も
、
会
社
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
会
社
・
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
実
際
上
、
株
主
情
報
の

入
手
の
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
に
、
会
社
に
正
当
な
理
由
や
必
要
性
の
立
証
が
要
求
さ
れ

る
と
し
て
も
、
会
社
が
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
き
、
振
替
機
関
が
会
社
の
要
求
を
拒
絶
で
き
る
場
合
は
、

実
際
上
皆
無
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
会
社
に
よ
る
株
主
情
報
の
請
求
に
「
正
当
の
理
由
」
や
「
会
社
の
必
要
性
」
が
要

求
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
証
券
・
権
利
の
流
通
の
円
滑
化
と
い
う
流
通
法
理
が
促
進
さ
れ
る
と
、
な
ぜ
株
主
情
報
と
い
う
本
来
会
社
が
支
配

で
き
る
は
ず
の
情
報
が
会
社
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
根
拠
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
正
当
な
理
由
は
会
社
に
と
っ
て
か
な

り
広
く
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
実
質
株
主
の
権
利
行
使
を
重
要
と
考
え
る
傾
向
に
あ

り
（「
直
接
方
式
」）、
会
社
と
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
と
い
う
慣
行
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

３．

株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
―
検
討
す
べ
き
問
題

そ
う
だ
と
す
る
と
、
よ
り
問
題
と
な
る
の
は
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
後
退
現
象
で
あ
る
。
従
来
か
ら
、
株
主
に
は
、
振
替

機
関
の
有
す
る
株
主
情
報
を
直
接
入
手
す
る
権
限
は
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
会
社
お
よ
び
振
替
機
関
に
対
し
て
期
中
に
お
い

て
変
動
す
る
株
主
を
把
握
す
る
た
め
の
権
限
は
制
度
上
株
主
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
株
主
側
が
真
の
権
利
者
を
示
す
口
座
簿
に
ア
ク

セ
ス
で
き
な
い
、
つ
ま
り
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
の
手
当
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
題
と
な

一
七
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一
八

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
も
株
主
名
簿
は
「
会
社
の
便
宜
」
の
た
め
と
考
え
ら
れ
、
委
任
状
勧
誘
制
度
（
証
券
取
引
法
一
九
四
条
、
証
券
取
引
法
施
行

令
三
六
条
の
二
以
下
、
上
場
株
式
の
議
決
権
の
代
理
行
使
の
勧
誘
に
関
す
る
内
閣
府
令
を
参
照
）
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
よ
り
積
極
的
に
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
と
し
て
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
流
通
法
理
の

促
進
を
実
現
す
る
に
当
た
り
、
振
替
機
関
の
地
位
を
独
立
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、
確
か
に
、
社
団
法
理
を
絡
ま
せ
る
と
流
通
の
円

滑
化
を
害
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
商
法
は
、
会
社
が
株
主
名
簿
を
作
成
・
保
管
し
、
株
主
情
報
を
独
占
す
る
建
前
を
取
り
、
株
主
は
正
当
な
目
的
さ
え
あ
れ
ば
、

そ
の
情
報
を
入
手
で
き
る
と
い
う
構
造
を
そ
も
そ
も
予
定
し
て
い
る
こ
と
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
社
団
法
理
の
実
質
化
の

観
点
か
ら
、
株
主
が
他
の
株
主
と
接
触
す
る
機
会
を
不
当
に
制
約
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
（
13
）、

株
主
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
真
の
権
利
者
を
確
知
す
る
手
段
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
意
識
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
株

主
名
簿
閲
覧
請
求
権
を
行
使
す
る
た
め
の
商
法
の
要
件
を
満
た
し
た
株
主
は
、
振
替
口
座
簿
の
情
報
を
も
と
に
し
た
株
主
名
簿
の
作
成
を
会
社
に
対

し
て
要
求
で
き
な
い
か
が
解
釈
論
と
し
て
問
題
と
な
る
。

し
か
し
他
方
で
、
右
の
問
題
意
識
を
正
当
と
し
な
い
考
え
方
が
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
一
に
、
最
長
で
も
半
年
な
の
だ
か
ら
株
主
は
集
団

的
権
利
行
使
の
と
き
ま
で
待
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
、
第
二
に
、
株
主
名
簿
以
外
の
手
段
、
例
え
ば
、
議
決
権
行
使
勧
誘
サ
ー
ビ
ス
企
業
を

利
用
す
る
な
ど
し
て
真
の
権
利
者
を
探
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
、
第
三
に
、
株
式
所
有
構
造
の
機
関
化
現
象
、
と
り
わ
け
海
外
機
関
投
資
家

の
持
株
比
率
の
上
昇
に
鑑
み
て
、
も
は
や
（
個
人
）
株
主
情
報
の
入
手
は
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
現
実
的
な
見
方
で
あ
る
。
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評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
株
主
情
報
が
誰
の
た
め
の
も
の
で
、
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
で
あ

る
。
第
二
に
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
法
的
位
置
づ
け
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
会
社
が
株
主
情
報
を
自
己
の
手
元
で
支

配
・
管
理
し
、
株
主
が
そ
れ
を
閲
覧
す
る
と
い
う
原
初
形
態
か
ら
、
流
通
法
理
優
位
に
均
衡
状
態
の
移
動
が
生
じ
る
過
程
を
経
る
こ
と
で
、
ど
こ
ま

で
「
会
社
お
よ
び
株
主
か
ら
の
株
主
情
報
の
分
離
」
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
で
あ
る
。

（
１
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わ
が
国
に
お
け
る
実
務
的
な
対
応
に

つ
い
て
、
野
村
證
券
株
式
会
社
Ｉ
Ｂ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
『
敵
対
的
「
Ｍ
＆
Ａ
」
防
衛
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
三
三
頁
以
下
、
一
一
七
頁
以
下
（
中
央
経
済

社
、
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
２
）

記
載
事
例
に
つ
い
て
は
、
商
事
法
務
編
集
部
編
『
営
業
報
告
書
の
記
載
事
例
―
改
正
商
法
対
応
』
六
四
頁
以
下
（
商
事
法
務
研
究
会
、
二
〇
〇
三
）

参
照
。

（
３
）

会
社
法
現
代
化
案
で
は
、
こ
れ
ま
で
無
防
備
で
あ
っ
た
株
主
名
簿
等
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
に
つ
い
て
、「
正
当
な
目
的
」
の
明
確
化
の
た
め
、
一

定
の
拒
絶
事
由
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
会
社
法
制
の
現
代
化
要
綱
案
第
四
・
５
（
５
）
参
照
。
な
お
、
正
当
目
的
の
分
析
と
し
て
、
米
山
毅
一
郎

「
株
主
の
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
関
す
る
一
考
案
」
奥
島
孝
康
＝
千
野
直
邦
編
『
現
代
企
業
法
の
諸
問
題
』
一
二
九
頁
（
成
文
堂
、
一
九
九
六
）

参
照
。

（
４
）

東
洋
信
託
銀
行
証
券
代
行
部
編
『
株
式
・
株
券
の
法
律
実
務
（
第
三
版
）』
二
一
六
頁
以
下
（
中
央
経
済
社
、
一
九
九
二
）
参
照
。

（
５
）

資
料
版
商
事
法
務
一
〇
六
号
九
三
頁
以
下
（
一
九
九
三
）、
商
事
法
務
一
三
一
三
号
附
録
﹇
判
例
一
七
一
三
﹈
参
照
。

（
６
）

判
例
時
報
一
二
九
六
号
一
四
六
頁
以
下
。
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
菊
池
和
彦
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
三
号
一
九
七
頁
（
一
九
九
二
）
参
照
。

（
７
）

沿
革
的
に
み
れ
ば
、
株
式
等
の
有
価
証
券
に
表
示
さ
れ
る
べ
き
権
利
の
流
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
振
替
法
の
系
統
は
、
売
買
高
の

一
九 §



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

二
〇

急
増
に
よ
る
決
済
の
渋
滞
を
合
理
的
に
処
理
す
る
た
め
、
有
価
証
券
の
決
済
事
務
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
採
用
さ
れ
た
株
券
振
替
決
済
制
度
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
株
券
振
替
決
済
制
度
に
始
ま
る
決
済
の
合
理
化
は
、
技
術
の
進
展
に
後
押
し
さ
れ
て
、
平
成
一
六
年
の
株
式
等
決
済

合
理
化
法
に
よ
り
、
法
理
と
し
て
は
一
応
の
完
結
を
み
た
と
評
し
う
る
。

（
８
）

教
科
書
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
振
替
制
度
ま
で
の
流
れ
を
概
観
す
る
に
は
、
河
本
一
郎
『
証
券
取
引
法
読
本
（
第
６
版
）』
二
五
九
頁
以
下

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
）
が
簡
潔
に
し
て
有
益
で
あ
る
。

（
９
）

夙
に
「
名
義
書
換
の
手
続
き
は
振
替
決
済
制
度
と
は
技
術
的
に
ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
」（
河
本
一
郎
「
株
券
等
の
振
替
決
済
制
度
①
」
金
融
法
務

事
情
八
六
五
号
七
頁
（
一
九
七
八
））
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
社
債
等
振
替
法
の
振
替
制
度
の
下
で
は
、
実
質
株
主
名
簿
の
作
成
は
要
求
さ
れ
ず
、

株
主
権
の
行
使
も
、
振
替
口
座
簿
の
記
載
・
記
録
を
基
準
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
要
諦
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
実
現
と
そ
の
法
理
の
受
容

に
あ
る
。
紙
の
存
在
を
前
提
と
し
た
法
律
構
成
（
有
価
証
券
法
理
）
か
ら
抜
け
出
し
、
口
座
簿
の
記
載
・
記
録
だ
け
で
権
利
の
移
転
が
可
能
に
な
る
。

会
社
に
対
す
る
権
利
関
係
を
株
主
名
簿
で
は
な
く
、
口
座
簿
の
記
載
で
一
元
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、
総
株
主
通
知
は
、
基
準
日
等

に
お
け
る
株
主
等
を
確
知
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
名
義
書
換
が
さ
れ
た
と
き
か
ら
対
会
社
対
抗
力
を
備
え
る
と
い
う
原
則
（
商
法
二
〇

六
条
一
項
）
は
維
持
さ
れ
る
。

（
10
）

「
株
券
等
の
振
替
決
済
制
度
に
関
す
る
専
門
委
員
会
中
間
報
告
書
」
金
融
法
務
事
情
八
六
五
号
一
六
頁
（
一
九
七
八
）
参
照
。

（
11
）

岸
田
俊
輔
監
修
＝
赤
倉
啓
之
編
『
株
券
保
管
振
替
制
度
の
解
説
』
二
五
九
頁
（
大
蔵
財
務
協
会
、
一
九
八
五
）
参
照
。

（
12
）

尾
崎
輝
久
宏
＝
吉
田
修
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
の
概
要
﹇
Ⅱ
﹈」
商
事
法
務
一
七
〇
二
号
一
二
頁
（
二
〇
〇
四
）、
始
関
正
光
「
電

子
公
告
制
度
・
株
券
等
不
発
行
制
度
の
導
入
﹇
Ⅸ
﹈」
商
事
法
務
一
七
一
六
号
二
三
頁
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
13
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
た
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
に
対
し
て
は
、
請
求
内
容
に
よ
っ
て
は
、
会
社
に
か
な
り
の
労
力
と
費
用
の
負
担
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
閲
覧
謄
写
請
求
の
制
限
と
い
う
要
望
が
全
国
株
懇
連
合
会
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
前
田
重
行
教
授
は
疑
問
を
呈

さ
れ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、「
株
主
提
案
権
等
の
少
数
株
主
権
を
行
使
す
る
た
め
に
他
の
株
主
に
連
絡
し
、
勧
誘
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
あ

る
い
は
委
任
状
の
勧
誘
を
行
う
場
合
に
は
、
ど
う
し
て
も
株
主
名
簿
全
体
の
閲
覧
が
必
要
で
あ
り
、
閲
覧
請
求
権
を
一
定
の
範
囲
の
株
主
に
制
限
す
る

と
す
れ
ば
、
株
主
一
般
か
ら
右
の
よ
う
な
株
主
と
連
絡
し
、
勧
誘
す
る
機
会
を
奪
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
・
・
株
主
総
会

の
活
性
化
が
要
請
さ
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
・
・
・
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
奪
う
よ
う
な
措
置
は
望
ま
し
い
と
は
い
え
ま
い
。」
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
田
重
行
「
株
主
名
簿
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
と
商
法
改
正
」
商
法
改
正
研
究
会
編
『
商
法
改
正
要
望
事
項
―
経
済
界
等
か
ら

の
追
加
改
正
要
望
事
項
の
検
討
』
一
〇
四
頁
―
一
〇
五
頁
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
〇
）
参
照
。

二
一



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

二
二

三
　
株
式
保
有
構
造
と
株
主
情
報
の
入
手
―
ア
メ
リ
カ
法

株
主
情
報
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
き
、
各
国
に
お
け
る
株
式
保
有
構
造
の
特
徴
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
会
社
・
株

主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ

に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
州
法
が
一
定
の

要
件
の
も
と
、
株
主
名
簿
閲
覧
請
求
を
認
め
、
連
邦
証
券
取
引
法
が
、
一
定
規
模
の
投
資
家
に
開
示
を
要
求
す
る
ほ
か
、
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
規
制
を
置
い
て
い
る
。

１．

ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
株
式
保
有

（1）

公
開
会
社
に
お
け
る
株
式
保
有
構
造
は
複
雑
で
あ
る
。
株
主
自
身
の
名
前
で
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
、
預
託
機
関
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
名
義
で
保

有
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
後
者
に
お
い
て
は
、
株
主
が
株
式
を
受
け
取
る
必
要
が
な
く
、
権
利
を
譲
渡
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
公
開
会
社
の
株

式
流
通
を
促
進
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
開
会
社
に
お
け
る
株
式
保
有
状
況
に
鑑
み
る
と
き
、
と
り
わ
け
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
手
段
と
し
て
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
が
重
要
と
な
る
が
、
従
来
の
株
主
名
簿
に
お
け
る
の
と
異
な
り
、
一
定
の
定
め

ら
れ
た
時
期
に
お
け
る
集
団
的
な
権
利
行
使
と
は
別
に
個
別
の
権
利
行
使
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、
そ
の
時
点
で
の
実
質
株
主
名
簿
に
ア
ク
セ
ス
し

て
初
め
て
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
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（2）

ア
メ
リ
カ
で
は
、
公
開
会
社
の
株
式
の
多
く
は
、
株
主
名
簿
上
、
実
質
株
主
の
名
義
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
公
開
会
社
の
株
式
の
お
お
よ
そ
七

〇
％
か
ら
八
〇
％
が
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
（
顧
客
名
義
で
は
な
く
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
の
名
義
）
で
保
有
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
は
実
質
株
主
で
あ

る
顧
客
の
た
め
に
株
式
を
保
有
す
る
。
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
株
式
は
、
参
加
企
業
（
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
）
の
株
式
を
保
有
す
る
保
管
振
替
機
関
で
あ

る
Ｄ
Ｔ
Ｃ
（D

ep
ository

T
ru

st
C

om
p

an
y

）
（
１
）

の
ノ
ミ
ニ
ー
名
義
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
＆
Ｃｏ．

と
い
う
単
一
名
義
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
Ｄ

Ｔ
Ｃ
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
が
誰
で
あ
る
か
を
把
握
す
る
が
、
こ
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
リ
ス
ト
が
「C

E
D

E
breakd

ow
n

」（
以
下
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
）

で
あ
る
。
州
法
で
は
、
Ｄ
Ｔ
Ｃ
が
株
式
の
法
律
上
の
所
有
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
議
決
権
を
は
じ
め
と
す
る
株
式
所
有
に
伴
う
す
べ
て
の
権
利
を

取
得
す
る
こ
と
に
な
る
（
２
）。

こ
の
よ
う
に
、
株
式
保
有
は
複
数
の
仲
介
者
が
存
在
す
る
複
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
株
主
の
確
定
は
い
っ
そ
う
困
難
に
な
り
、
ま
た
、
実

質
株
主
が
株
主
総
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。

（3）

ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
や
ノ
ミ
ニ
ー
名
義
で
の
株
式
保
有
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
３
）。

第
一
に
、
株
式
保
有
割
合
が
五
％
を
超
え

な
い
限
り
、
実
質
株
主
は
匿
名
性
を
維
持
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
メ
ン
バ
ー
が
他
の
株
主
に
株
主
保
有
割
合
を

知
ら
れ
ず
に
す
む
し
、
企
業
買
収
を
考
え
て
い
る
者
は
市
場
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担
を
避
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
第
二
に
、
実
質
的

所
有
者
は
電
話
一
本
で
株
式
の
売
買
が
可
能
に
な
り
、
便
宜
で
あ
る
。
第
三
に
、
会
社
お
よ
び
株
主
双
方
が
株
券
保
管
か
ら
生
じ
る
諸
処
の
問
題
か

ら
解
放
さ
れ
、
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
で
保
有
さ
れ
る
証
券
の
増
大
に
よ
る
問
題
点
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。「
株
式
の
実
質
所
有
と
実
際

の
保
有
と
の
分
離
（th

e
sep

aration
of

ow
n

ersh
ip

an
d

h
old

in
g

）」
が
も
た
ら
す
問
題
で
あ
る
。
第
一
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
で
の
株
式

二
三



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

二
四

保
有
が
増
え
、
株
主
が
匿
名
性
を
維
持
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
、
会
社
は
誰
が
ど
の
く
ら
い
所
有
し
て
い
る
か
を
把
握
で
き
な
く
な
る
（「
株
主
管

理
の
喪
失
」）。
第
二
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
会
社
は
潜
在
的
な
公
開
買
付
の
専
門
家
の
所
在
を
つ
か
み
に
く
く
な
り
、
企
業
支
配
市
場
へ
の
懸
念
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
証
券
取
引
に
関
す
る
様
々
な
不
正
の
温
床
と
な
り
や
す
く
、
不
可
能
で
は
な
い
に
せ
よ
、
適
切
な
監
視
を
困
難
に

す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
（
４
）。

（4）

ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
株
式
保
有
と
そ
の
状
況
で
な
さ
れ
る
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
何
度
か
改
善
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

Ｄ
Ｔ
Ｃ
の
役
割
は
保
管
に
あ
る
の
で
、
そ
の
法
的
な
権
限
を
実
質
株
主
に
行
使
さ
せ
る
多
く
の
シ
ス
テ
ム
が
発
展
し
て
き
た
。
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

は
、
Ｄ
Ｔ
Ｃ
が
下
位
の
仲
介
機
関
に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
た
め
の
オ
ム
ニ
バ
ス
・
プ
ロ
ク
シ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
は
議
決
権
を
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
に
行

使
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｄ
Ｔ
Ｃ
参
加
者
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
場
合
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
の
規
則
が
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
あ

り
方
を
規
制
す
る
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
委
任
状
勧
誘
書
類
を
実
質
株
主
に
送
付
し
、
議
決
権
行
使
の
指
示
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
議
決
権
行
使
の
指

図
が
総
会
会
日
の
一
〇
日
前
ま
で
に
な
さ
れ
な
い
と
き
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
通
常
事
項
に
つ
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（“ten

-

d
ay-ru

le”

）。
通
常
事
項
に
属
し
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
実
質
株
主
か
ら
の
指
図
の
な
い
場
合
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
よ
る
議
決
権
行
使
は
禁
止
さ
れ

る
。ス

ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
株
式
の
実
質
株
主
の
名
義
は
、
会
社
自
身
で
は
な
く
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
銀
行
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
夙

に
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
企
業
が
実
質
株
主
を
特
定
の
上
、
発
行
者
に
そ
の
リ
ス
ト
を
提
供
し
、
発
行
者
が
実
質
株
主
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
ブ
ロ
ー
カ
ー
企
業
の
支
持
を
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、「
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
保
有
に
関
す
る
報
告
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書
」（T

h
e

S
treet

N
am

e
S

tu
d

y

（
一
九
七
六
））
が
、
現
行
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
在
さ
せ
る
委
任
状
転
送
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
と

の
報
告
書
を
公
表
し
た
た
め
、
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
採
用
の
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
、

株
式
の
実
質
所
有
と
保
管
が
分
離
す
る
シ
ス
テ
ム
の
増
大
現
象
を
受
け
止
め
、
そ
こ
で
は
会
社
が
多
く
の
実
質
株
主
と
の
直
接
的
接
触
を
も
て
な
い

こ
と
を
認
識
し
て
、
実
質
株
主
が
十
分
に
情
報
を
得
て
委
任
状
を
通
じ
た
議
決
権
行
使
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
一
連
の
ル
ー
ル

を
採
用
し
た
（
様
々
な
ル
ー
ル
を
ま
と
め
て“S

h
areh

old
er

C
om

m
u

n
ication

R
u

le”

（
５
）（

一
九
八
六
）
と
呼
ぶ
）。
す
な
わ
ち
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
に

対
し
、
株
主
の
氏
名
お
よ
び
住
所
の
開
示
に
異
議
を
と
ど
め
な
い
株
主
リ
ス
ト
（N

O
B

O
L

ist

＝in
form

ation
id

en
tifyin

g
n

on
objectin

g
ben

e-

ficialow
n

ers
of

corp
orate

stock
）
の
会
社
へ
の
提
供
を
要
求
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
株
式
の
七
五
％

を
占
め
る
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（objectin

g
ben

eficial
ow

n
er

）
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
を
通
し
て
接
触
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
会
社
は
Ｎ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
に
対
し
て
直
接
委
任
状
勧
誘
資
料
を
送
付
で
き
る
け
れ
ど
も
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
規
則
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
を
通
し
て
委
任
状
勧
誘
資
料
を
実
質
株
主
に
送

付
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
た
め
、
実
際
に
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
社
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
使
う
の
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
を
通
し
て

送
付
す
る
必
要
の
な
い
補
助
資
料
お
よ
び
有
価
証
券
報
告
書
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
保
有
株
式
の
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
ブ

ロ
ー
カ
ー
等
だ
け
が
法
的
権
限
を
有
す
る
の
で
、
会
社
は
実
質
株
主
が
直
接
議
決
権
行
使
を
可
能
に
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
使
用
で
き
な

い
。

二
五



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

二
六

２．

会
社
・
株
主
間
の
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル
と
改
革
提
案

（1）

直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
革
提
案

二
〇
〇
四
年
四
月
一
二
日
、
主
要
企
業
の
最
高
経
営
責
任
者
円
卓
会
議
（B

u
sin

ess
R

ou
n

d
tab

le

）
は
、
株
主
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
た
め
の
新
し
い
規
則
を
制
定
す
る
よ
う
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
要
求
し
て
い
る
（
６
）。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
技
術
の
進
歩
に
よ
り
実
質
株
主
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
委
任
状
勧
誘
書
類
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し
て
転
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
不
要
な

コ
ス
ト
お
よ
び
遅
延
を
も
た
ら
す
こ
と
、
開
示
に
異
議
を
と
ど
め
る
株
主
（
Ｏ
Ｂ
Ｏ
）
と
の
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
禁
じ
て
い
る
が
、
公

開
会
社
の
株
式
の
過
半
数
が
Ｏ
Ｂ
Ｏ
で
あ
る
と
い
う
現
状
を
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
会
社
・
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
べ
き
と
し
、
具
体
的
に
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
に
限
定
せ
ず
「
す
べ
て
の
」
実
質
株
主
の
た
め
会
社
に
情
報
を

提
供
す
べ
き
こ
と
を
要
求
し
、
委
任
状
勧
誘
書
類
を
含
む
「
あ
ら
ゆ
る
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
直
接
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
こ
と

を
提
唱
す
る
（
転
送
シ
ス
テ
ム
の
廃
止
）。

株
主
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
再
び
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
第
一
に
、
株
主
活
動
の
高
ま
り

（sh
areh

old
er

activism

）
等
に
よ
り
（
７
）、

会
社
が
実
質
株
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
必
要
性
が
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
現
行
の
株
主
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
迂
遠
で
あ
り
、
不
必
要
な
時
間
の
浪
費
で
あ
る
と
い
え
る
。
会
社
は
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
だ

け
、
し
か
も
年
次
報
告
書
、
四
半
期
報
告
書
お
よ
び
補
充
書
類
だ
け
を
直
接
に
郵
送
で
き
る
の
み
で
、
委
任
状
勧
誘
書
類
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し
て

転
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
不
要
な
遅
延
を
生
じ
さ
せ
る
（
８
）。

こ
の
点
、
証
券
の
実
質
的
所
有
者
と
会
社
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
な
ら
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
す
っ
き
り
す
る
。
書
類
を
転
送
す
る
の
に
か
か
る
時
間
は
回
避
で
き
る
し
、
会
社
と
実
質
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
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ョ
ン
も
促
進
さ
れ
る
。

第
三
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ネ
ー
ム
で
保
有
さ
れ
る
株
式
の
実
質
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
会
社
お
よ
び
実
質
株
主
に
と
っ
て
コ
ス
ト
が

か
か
る
。
会
社
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
転
送
す
る
の
に
要
す
る
費
用
（
切
手
代
、
封
筒
代
、
通
信
費
用
）
を
償
還
す
る
義
務
が
あ
る
。
実
際
に
支
出
さ
れ

る
コ
ス
ト
以
外
に
、
転
送
に
要
す
る
手
数
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
会
社
が
負
担
す
る
な
ら
、
ひ
い
て
は
株
主
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

転
送
に
要
す
る
コ
ス
ト
は
直
接
方
式
を
と
れ
ば
避
け
ら
れ
る
。

第
四
に
、
技
術
の
進
展
が
あ
る
。
会
社
は
実
質
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
電
子
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
多

く
の
会
社
と
株
主
が
紙
ベ
ー
ス
の
委
任
状
書
類
を
転
送
す
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
会
社
は
実
質
株
主
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

第
五
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
／
Ｏ
Ｂ
Ｏ
の
区
別
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
い
わ
れ
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
は
、
会
社
と
実
質
株
主
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
か
つ
コ
ス
ト
高
に
す
る
面
倒
な
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
十
分
な
理
由
と
な
り
え
な
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
評
価
す
る
者

は
、
全
て
の
株
主
に
そ
の
コ
ス
ト
を
負
担
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
匿
名
性
を
維
持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
利
益
は
、
少
額
投
資
家
の
開
示
さ
れ
た
く
な
い
と
の
希
望
を
尊
重
し
て
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
委
任
状
勧
誘
お
よ
び
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
意
味
は
何
な
の
か
、
投
資
家
が
そ
の
匿
名
性
の
維
持
を
評
価
す
る
か
、
に
つ
い
て
実
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
。
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
／
Ｏ
Ｂ
Ｏ
の
区
別
は
説
得
的
で
は
な
く
、
匿
名
性
を
維
持
す
る
方
法
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
欲
す
る
者
が
コ
ス
ト
を

負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
匿
名
性
を
維
持
す
る
方
法
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
ノ
ミ
ニ
ー
名
義
と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
株
式
保
有
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
七



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

二
八

（2）

水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
革
提
案

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
、
会
社
と
株
主
と
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
八
六
年
に
い
わ
ゆ
るS

h
areh

o
ld

er

C
om

m
u

n
ication

R
u

le

を
採
用
し
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
の

み
な
ら
ず
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
も
論
者
に
よ
り
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
重
視
す
る
論
者
の
問
題
意
識
は
、
現
行
の
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ル
ー
ル
、
つ
ま
り
委
任
状
勧
誘
に
お
け
る
転
送
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
会
社
・
経
営
陣
と
株
主
と
の
間
で
の
規
制
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
あ
る
（
９
）。

つ
ま

り
、
あ
る
い
は
、
現
行
の
ル
ー
ル
で
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
に
は
発
行
者
に
対
し
て
実
質
株
主
名
簿
を
提
供
す
る
こ
と
だ
け
が
要
求
さ
れ
、
勧
誘
を
行

お
う
と
す
る
株
主
に
提
供
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
し
、
会
社
（
発
行
者
）
に
は
委
任
状
勧
誘
を
行
う
者
や
公
開
買
付
者
に
対
す
る
開
示
義

務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
10
）、

あ
る
い
は
、
勧
誘
を
行
う
株
主
が
依
拠
す
る
委
任
状
の
転
送
方
式
よ
り
も
、
会
社
が
依
拠
す
る
直
接
方
式
が
安
上
が

り
で
あ
る
こ
と
（
11
）か

ら
、
会
社
（
発
行
者
）
だ
け
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
は
委
任
状
勧
誘
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
会
社
（
発
行
者
）・

現
経
営
陣
に
著
し
く
有
利
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
現
状
認
識
に
基
づ
き
、
委
任
状
勧
誘
を
行
う
株
主
お
よ
び
公
開
買
付
者
が
、
全
て
の
実
質
株
主
の
記
載
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

リ
ス
ト
を
作
成
・
提
供
す
べ
き
こ
と
を
会
社
（
発
行
者
）
に
要
求
で
き
る
べ
き
と
の
提
案
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
実
質
株
主
リ
ス
ト
へ
の
対
等
な
立
場
」
が
株
主
に
も
保
障
さ
れ
、
経
営
陣
ま
た
は
買
付
者
・
勧
誘
者
の
い
ず
れ
か
に
有
利
な
規
制
と
な
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
失
す
る
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
。

株
主
が
実
質
株
主
リ
ス
ト
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
会
社
（
発
行
者
）
と
の
対
等
な
立
場
を
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保
障
さ
れ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
」
へ
の
処
方
箋
と
し
て
の
意
味
を
付
与
さ
れ
る
（
12
）。

つ
ま
り
、
株
主
活
動
の
受
動
性
・
消
極
性

は
、
一
般
に
、
バ
ー
リ
＝
ミ
ー
ン
ズ
に
い
う
所
有
と
経
営
の
分
離
現
象
の
結
果
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
、
株
式
所
有
の
機
関
化
現

象
を
背
景
に
、
株
主
の
行
動
を
萎
縮
さ
せ
る
方
法
が
制
度
上
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
認
識
を
踏
ま
え
て
委
任
状
勧

誘
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
や
株
主
名
簿
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
あ
り
方
に
対
す
る
改
革
提
案
が
な
さ
れ
る
。
会
社
経
営
者
に
対
す
る
実
効
的
な
監
視
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
も
、
株
主
情
報
に
お
け
る
対
等
な
立
場
の
保
障
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

３．

判
例
の
分
析
お
よ
び
検
討

（1）

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
、
会
社
の
所
持
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
、
磁
気
テ
ー
プ

Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
進
展
に
よ
り
、「
割
に
短
時
間
で
生
み
出
せ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
会

社
が
所
持
す
る
」
情
報
と
評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
基
づ
い
て
、
請
求
株
主
に
よ
る
情
報
の
入
手
を
認
め
る
立
場
が
、

判
例
法
上
、
確
立
し
て
い
る
（
13
）。

ま
た
一
方
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
株
主
が
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
を
請
求
し
た
時
点
で
、
会
社
が
保
有
す
る
株
主
名
簿
に
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

リ
ス
ト
が
含
ま
れ
る
な
ら
ば
、
正
当
な
目
的
を
有
す
る
株
主
に
は
「
会
社
と
対
等
な
立
場
」
を
保
障
す
る
た
め
に
リ
ス
ト
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
立
場
が
一
般
的
に
確
立
し
て
い
る
（「
委
任
状
勧
誘
に
お
け
る
対
等
な
立
場
」）
（
14
）。

そ
れ
以
外
の
資
料
（
磁
気
テ
ー
プ
等
）
に
つ
い
て
裁
判
例
は
分
か
れ
て
い
る
。
株
主
名
簿
の
入
手
が
可
能
で
あ
る
と
き
、
そ
れ
に
付
随
す
る
資
料

と
し
て
入
手
を
認
め
る
立
場
（
15
）が

あ
る
一
方
で
、
磁
気
テ
ー
プ
は
預
託
機
関
か
ら
会
社
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
、
会
社
の
帳
簿
や
記
録
と
性
格
づ
け
る

二
九
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三
〇

こ
と
は
で
き
ず
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
の
範
囲
外
で
あ
る
と
の
立
場
（
16
）が

あ
る
。

（2）

会
社
の
所
持
し
な
い
、
あ
る
い
は
所
持
す
る
計
画
の
な
い
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト

よ
り
問
題
と
な
る
の
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
、
会
社
が
こ
れ
を
現
に
所
持
し
な
い
か
、
所
持
す
る
計
画
も
な
い
と
き
に
株
主
に
よ
る
株

主
情
報
の
入
手
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
例
を
整
理
す
る
と
、
大
き
く
次
の
二
つ
の
立
場
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
消
極
に
解
す
る
立
場
（
17
）の

代
表
と
し
て

R
B

.A
s
s
o
c
ia

te
s

が
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
会
社
が
現
に
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
所
持
し
て
い
な
い
場
合

に
は
会
社
に
対
し
て
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
作
成
・
提
出
を
要
求
で
き
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
積
極
に
解
す
る
立
場
（
18
）の

代
表
と
し
てS

a
d

le
r

が
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
会
社
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
現
に
所
持
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
入
手
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を

認
め
る
。
二
つ
の
代
表
例
の
事
実
の
概
要
と
判
旨
の
要
約
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

﹇
消
極
説
﹈R

B
A

s
s
o
c
ia

te
s

o
f

N
e
w

J
e
r
s
e
y

,
L

.
P

v
.

G
ille

tte
C

o
m

p
a

n
y

,1988
W

L
27731

（D
el.C

h
1988

）,rep
rin

ted
in
13

D
el.J.C

orp
.

L
.1220

（
事
実
の
概
要
）
被
告G

illette

社
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
は
、
現
経
営
陣
に
対
す
る
委
任
状
勧
誘
を
行
う
こ
と
を
企
図
し
、
来
る
べ
き
委
任
状
勧

誘
合
戦
の
準
備
と
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
二
二
〇
条
に
基
づ
き
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
会
社
に
対
し
求
め
た
。
原
告
が
正
当
な
目
的
を
有
す
る

こ
と
は
原
告
と
被
告
と
の
間
で
争
い
は
な
か
っ
た
。
被
告
会
社
は
す
で
に
磁
気
テ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
シ
ー
ト
、
預
託
機
関
の
内
訳
表
を
交

付
し
て
い
た
。
な
お
、
被
告
会
社
は
昨
年
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
入
手
し
た
が
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
委
任
状
勧
誘
合
戦
の
た
め
に
使
用
せ
ず
、
定
時

株
主
総
会
で
株
主
の
出
席
を
確
保
す
る
た
め
に
使
用
し
た
の
み
で
、
そ
の
後
は
破
棄
し
て
い
る
。
被
告
会
社
は
現
に
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
所
持
し
て

い
な
い
し
、
そ
う
す
る
意
図
も
な
か
っ
た
。
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（
判
旨
）
会
社
が
現
に
所
持
し
て
い
な
い
か
、
入
手
す
る
予
定
も
な
い
場
合
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
最
初
の
判
断

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
の
ケ
ー
ス
が
参
照
さ
れ
た
。
会
社
が
「
素
早
く
か
つ
容
易
に
」
入
手
で
き
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
は
株
主
名
簿

の
一
部
と
し
て
株
主
に
も
利
用
で
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
会
社
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
取
得
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
自
身
の
必
要
・
意
図
を
有

し
な
い
な
ら
ば
、
会
社
は
株
主
の
た
め
に
そ
の
リ
ス
ト
を
入
手
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
。
株
主
情
報
に
つ
い
て
株
主
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
救
済

は
、
公
正
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
会
社
が
有
す
る
の
と
同
じ
情
報
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
に
つ
い

て
み
る
と
、
第
一
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
は
入
手
ま
で
に
一
〇
日
程
度
か
か
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
に
お
け
る
よ
う
に
「
直
ち
に
」
と
は
い
え
な
い

こ
と
、
第
二
に
、
委
任
状
勧
誘
で
は
会
社
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
委
任
状
関
係
書
類
を
送
り
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
そ
れ
を
実
質
株
主
に
転
送
す
る
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
の
が
一
般
で
あ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
は
電
話
勧
誘
に
利
用
で
き
る
と
し
て
も
、
委
任
状
勧
誘
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
と
は

い
え
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
連
邦
証
券
法
が
、
請
求
株
主
に
リ
ス
ト
を
提
供
す
る
か
、
会
社
が
自
ら
株
主
に
委
任
状
書
類
を
郵
送
す
る
か
の
選
択
権

を
会
社
に
与
え
る
規
制
を
お
く
中
で
、
株
主
の
請
求
に
よ
り
会
社
が
リ
ス
ト
の
作
成
を
強
要
さ
れ
る
と
会
社
の
保
有
す
る
情
報
に
変
化
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
、
を
理
由
と
し
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
会
社
が
現
に
所
持
す
る
場
合
に
の
み
株
主
に
よ
る
株
主
情
報
の
入
手
を
認
め
る
。

﹇
積
極
説
﹈W

P
.

S
a

d
le

r
v

.
N

C
R

C
o
r
p

o
r
a

tio
n

,928
F

.2 d
.48

（2 d
.C

ir.1991

）

（
事
実
の
概
要
）
公
開
買
付
者
で
あ
る
株
主
（
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
）
お
よ
び
居
住
者
で
あ
る
名
簿
請
求
株
主
（S

ad
ler

）（
原
告
）
が
、
公
開
買
付
お
よ
び
委

任
状
勧
誘
を
行
う
関
係
で
、
州
外
の
会
社
の
株
主
名
簿
の
取
得
お
よ
び
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
作
成
を
要
求
し
た
。
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
Ｎ
Ｃ
Ｒ
経
営
陣
の
入

れ
替
え
を
企
図
し
て
委
任
状
勧
誘
を
行
お
う
と
し
た
。
経
営
陣
が
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
買
入
れ
の
申
出
を
拒
否
し
た
の
を
受
け
て
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
、
取
締
役

を
解
任
す
る
の
に
社
外
株
式
の
八
〇
％
の
承
認
を
要
す
る
と
い
う
Ｎ
Ｃ
Ｒ
の
定
款
の
定
め
る
要
件
を
満
た
す
よ
う
株
主
ら
に
働
き
か
け
る
た
め
、
株

三
一
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主
名
簿
、
磁
気
テ
ー
プ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
シ
ー
ト
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
閲
覧
・
記
録
の
調
査
を
認
め
る
よ
う
要
求
し
た
。

し
か
し
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
閲
覧
請
求
の
前
提
と
な
る
六
ヶ
月
保
有
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
要
件
を
満
た
すS

a
d

le
r

と
の
間
で
、

S
ad

ler

が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
入
手
し
、
そ
の
費
用
を
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
が
償
還
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。

（
判
旨
）
す
で
に
会
社
が
所
持
す
る
か
、
名
簿
上
に
記
載
の
あ
る
株
主
リ
ス
ト
の
入
手
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
狭
く
解
釈
す
る
余
地
が
あ
る

こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、「
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
」
た
め
、
こ
れ
を
広
く
解
釈
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
解
任
に
八

〇
％
の
承
認
を
必
要
と
す
る
本
件
事
案
の
も
と
で
は
、
委
任
状
勧
誘
者
に
実
質
株
主
と
の
接
触
を
否
定
す
る
の
は
、
株
主
と
経
営
陣
の
対
等
な
地
位

を
保
障
す
る
趣
旨
に
で
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
法
の
目
的
と
矛
盾
す
る
と
し
て
、
日
常
的
に
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
作
成
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

当
該
事
案
の
も
と
で
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
作
成
を
要
求
で
き
る
と
し
た
。

（3）

判
例
の
分
析
お
よ
び
検
討

（
i
）
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
と
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
区
別
と
そ
の
合
理
性

会
社
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
所
持
し
て
い
な
い
と
き
に
株
主
が
株
主
情
報
の
入
手
を
会
社
に
対
し
て
要
求
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
第
一

に
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
と
の
違
い
、
す
な
わ
ち
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
は
会
社
が
要
求
す
れ
ば
直
ち
に
入
手
で
き
る
の
に
対
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
は

「
直
ち
に
」
入
手
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
委
任
状
勧
誘
に
お
い
て
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
こ
と
、
第
三
に
、

会
社
が
所
持
し
て
い
な
い
株
主
情
報
の
入
手
を
株
主
に
認
め
る
と
、
取
締
役
会
に
よ
る
株
主
情
報
の
入
手
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
取

締
役
会
に
対
す
る
不
当
な
介
入
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
を
理
由
に
消
極
に
解
す
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
あ

り
う
る
（
19
）。
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ま
ず
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
、
確
か
に
、
す
ぐ
に
入
手
で
き
る
株
主
情
報
は
会
社
が
現
に
所
持
す
る
も
の
と
評
価
し
う
る
こ
と
は
形
式
論
と
し
て

は
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
株
主
情
報
の
入
手
ま
で
の
時
間
が
な
ぜ
重
要
と
さ
れ
る
べ
き
か
、
直
ち
に
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
株
主
に
と

っ
て
そ
の
情
報
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
な
ら
ば
、
会
社
が
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
限
り
、
経
営
陣
と
の
対
等
な
立
場
を
株
主
に
保
障
す
る
た
め
、

株
主
が
そ
の
情
報
を
入
手
で
き
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
の
入
手
が
容
易
に
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
の
点
に
対
し
て
は
、
委
任
状
勧
誘
プ
ロ
セ
ス
が
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
介
し
た
転
送
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
現
経
営
陣
を
不
当
に
優
遇

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
現
代
に
お
け
る
委
任
状
勧
誘
に
お
い
て
は
、
書
面
に
よ
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
性
を
増

し
て
い
る
事
実
を
過
少
評
価
し
て
い
る
と
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
点
に
対
し
て
は
、
取
締
役
会
の
権
限
の
過
度
の
尊
重
、
逆
に
株
主
の
議
決
権
の
役
割
の
過
小
評
価
で
あ
る
と
の
批
判
の
ほ
か
、
そ
も
そ
も

連
邦
証
券
法
が
会
社
に
選
択
権
を
認
め
る
ル
ー
ル
自
体
を
、
公
開
買
付
者
・
委
任
状
勧
誘
者
に
選
択
権
を
与
え
る
ル
ー
ル
に
修
正
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
て
い
る
事
実
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
（
20
）。

（
ii
）
判
断
枠
組
み
の
共
通
性

裁
判
所
の
意
見
は
大
き
く
食
い
違
う
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
各
意
見
の
基
礎
に
あ
る
目
的
が
、
委
任
状
勧
誘
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
「
経
営
陣

と
株
主
の
対
等
な
立
場
（eq

u
al

footin
g

）」
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
確
認
す
べ
き
は
、
会
社
が
株
主
情
報
を
自
由
に

入
手
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
株
主
情
報
の
入
手
に
関
し
て
、
株
主
が
経
営
陣
と
「
対
等
な
立
場
」
に
立
つ
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
問
題
は
、
株
主
情
報
の
入
手
に
つ
い
て
「
経
営
陣
と
対
等
な
立
場
」
に
あ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
場
合
か

三
三
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で
あ
る
。
二
つ
の
判
例
の
結
論
の
違
い
は
、
そ
れ
ら
の
判
断
枠
組
み
の
違
い
か
ら
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
何
を
も
っ
て
経
営
陣
と
対
等
と
考
え
る
か

に
あ
る
。

こ
の
点
、
会
社
が
す
で
に
入
手
し
て
い
る
情
報
を
株
主
が
入
手
で
き
る
こ
と
と
考
え
る
の
か
、
株
主
情
報
を
会
社
が
入
手
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

な
ら
ば
株
主
も
同
じ
よ
う
に
入
手
で
き
る
こ
と
と
考
え
る
の
か
、
株
主
に
と
っ
て
株
主
情
報
の
入
手
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
経
営
陣
と
比
較
し
て

株
主
総
会
で
劣
位
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
株
主
が
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
こ
と
と
考
え
る
か
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
。S

a
d

le
r

判

決
よ
り
前
の
裁
判
例
が
、
会
社
が
現
に
リ
ス
ト
を
所
持
し
て
い
な
い
場
合
、
株
主
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
入
手
で
き
な
く
て
も
不
利
な
立
場
に
お
か

れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
き
た
の
に
対
し
、S

a
d

le
r

は
、
た
と
え
会
社
が
現
に
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
保
持
し
て
い
な
く
て
も
、
事
実
関
係
か
ら
対

等
な
立
場
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、「
名
簿
の
所
持
」
が
唯
一
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
の
点
に

S
a

d
le

r

判

決
の
意
味
を
見
出
せ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
解
釈
が
最
も
妥
当
で
あ
る
か
。
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
は
、
株
主
と

経
営
陣
と
の
対
等
な
立
場
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
点
で
共
通
す
る
の
に
、
株
主
情
報
の
入
手
を
い
か
な
る
場
合
に
認
め
る
か
に
つ
き
、
会
社
が
現
に

所
持
す
る
な
い
し
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
場
合
に
限
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
よ
り
広
く
認
め
る
か
の
結
論
の
違
い
を
生
じ
る
。
問
題
解
決
の
糸
口
は
、

株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
評
価
し
、
位
置
づ
け
る
か
の
違
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
公
開
買
付
制
度

と
委
任
状
勧
誘
制
度
に
お
け
る
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
が
将
来
的
な
課
題
と
な
ろ
う
。

（
１
）

Ｄ
Ｔ
Ｃ
は
二
〇
〇
を
超
え
る
証
券
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
金
融
機
関
の
集
ま
り
で
、
顧
客
の
利
益
の
た
め
に
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
お
よ
び
金
融
機
関
の
名
義
で
証
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券
を
保
有
す
る
た
め
の
団
体
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
＆
Ｃｏ．

名
義
は
、
実
質
株
主
か
ら
は
三
段
階
離
れ
る
こ

と
に
な
る
。
証
券
は
Ｄ
Ｔ
Ｃ
で
不
動
化
さ
れ
、
取
引
は
売
買
差
額
と
口
座
簿
へ
の
記
録
に
よ
り
行
わ
れ
る
。F

or
a

ex
p

lan
ation

of
D

T
C

system
,

S
e
e

e
.g

.,
G

io
v

a
n

in
i

v
.

H
o
r
iz

o
n

C
o
r
p

o
r
a

tio
n

,
1

9
7

9
D

e
l.

C
h

.L
e
x

is.471,2-3:
H

a
tle

ig
h

C
o
r
p

o
r
a

tio
n

v
.

L
a

n
e

B
r
y

a
n

t,In
c.,428

A
.2d

.350,353
（D

el.C
h
1981

）.S
ee

also
gen

erally
H

am
ilton

=
B

ooth
,B

u
sin

ess
B

asics
for

L
aw

S
tu

d
en

ts,§11.18

（2002

）.

（
２
）

一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
実
質
株
主
が
議
決
権
行
使
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
な
い
裁
判
例
が
存
在
し
た
。
裁
判
所
は
、

株
主
が
自
身
の
保
有
を
放
棄
す
る
こ
と
は
議
決
権
行
使
の
放
棄
を
意
味
す
る
と
解
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
州
法
は
実
質
株
主
の

議
決
権
行
使
を
可
能
に
す
る
た
め
の
措
置
を
何
も
講
じ
な
か
っ
た
。S

ee
gen

erally
K

lein
,

N
ote:

R
u

le14b
-2:

D
oes

It
A

ctu
ally

L
ead

to
th

e

P
rom

p
t

F
orw

ard
in

g
of

C
om

m
u

n
ication

to
B

en
eficialO

w
n

ers
of

S
ecu

rities?,23
Iow

a.J.C
orp

.L
.155,159-161

&
n

.48
an

d
49

（1997

）.

（
３
）

S
ee

esp
ecially

B
row

n
,

T
h

e
S

h
areh

old
er

C
om

m
u

n
ication

R
u

les
an

d
th

e
S

ecu
rities

an
d

E
xch

an
ge

C
om

m
ission

:
A

n
E

xercise
in

R
egu

latory
U

tility
or

F
u

tility?,13
J.C

orp
L

.683,688-691

（1988

）.

（
４
）

S
ee

B
row

n
,su

p
ra

n
ote
3,at766

F
n

.401-405.

（
５
）

S
h

areh
old

er
C

om
m

u
n

ication
R

u
le
に
は
、17

C
.F

.R
.240.14a-1,.14a-13,.14b-1,.14b-2,..14c-7,.17a-3

an
d

.17A
d

-8

が
含
ま
れ
る
。

（
６
）

S
ee

R
u

le
N

o.4-493,
B

u
sin

ess
R

ou
n

d
tab

le
P

etition
for

R
u

lem
akin

g
R

egard
in

g
S

h
areh

old
er

C
om

m
u

n
ication

s

（A
p

ril
12,2004

）

﹇cited
as

B
u

sin
ess

R
ou

n
d

table
P

etition

﹈.C
f

H
am

ilton
=

B
ooth

,su
p

ra
n

ote
1,at298.

（
７
）

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
証
券
保
有
者
が

取
締
役
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
プ
ロ
セ
ス
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を
開
示
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
会
社
が
実
質
株
主
に
ア
ク
セ
ス
す
る
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
は
他
の
株
主
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
（
会
社
の
所
持
す
る
株
主
リ
ス
ト
を
入
手
す
る
権
限
が
あ
る
の
で
）。
第
二
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
に

よ
る
取
締
役
指
名
に
関
す
る
株
主
提
案
が
現
実
に
発
動
さ
れ
る
場
合
が
、
議
決
権
の
一
定
割
合
の
保
留
や
賛
成
と
結
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け

会
社
と
し
て
は
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
。
第
三
に
、
経
営
陣
の
報
酬
に
関
す
る
議
案
は
一
〇
日
間
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ず
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
は
実
質
株
主
か
ら
指
示
を
受
け
な
い
限
り
議
決
権
行
使
が
で
き
な
い
。S

ee
B

u
sin

ess
R

ou
n

d
table

P
etition

,su
p

ra
n

ote
6.

（
８
）

定
時
株
主
総
会
に
関
し
て
委
任
状
を
転
送
す
る
シ
ス
テ
ム
を
例
に
す
る
。
ま
ず
、
発
行
者
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
に
対
し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
委
任
状
を

送
付
す
れ
ば
よ
い
か
を
確
認
す
る
た
め
、
会
日
の
二
〇
日
前
に
、
実
質
株
主
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
す
べ
て
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
調
査
カ
ー
ド

三
五
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を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
そ
の
前
に
Ｄ
Ｔ
Ｃ
か
ら
参
加
企
業
の
リ
ス
ト
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
企
業
は
調
査
書
を
う

け
と
っ
た
ら
、
七
日
以
内
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
が
判
明
し
た
ら
、
発
行
者
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
に
必
要
な
数
の
委
任
状
を
送
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
企
業
は
受
け
取
っ
て
か
ら
五
日
以
内
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
９
）

S
.E

.C
R

elease
N

o.34-22533,
F

n
.17,1985

W
L
663093,50

F
ed

.R
eg.204

（1985

）.

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
未
だ
実
現
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、「
公
開

買
付
お
よ
び
委
任
状
勧
誘
に
お
い
て
、
現
在
、
発
行
会
社
が
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
リ
ス
ト
を
買
付
者
や
委
任
状
勧
誘
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な

い
。
・
・
・
当
委
員
会
は
、
証
券
保
有
者
に
実
質
株
主
の
リ
ス
ト
を
提
供
す
る
よ
う
ル
ー
ル
を
改
正
す
る
提
案
を
行
う
べ
き
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
」
と
述
べ
て
い
た
。

（
10
）

S
ee

B
row

n
,su

p
ra

n
ote
3,at790

;K
lein

,su
p

ra
n

ote
2,at173

an
d
177.

（
11
）

S
ee

B
row

n
,su

p
ra

n
ote
3,at787.

（
12
）

S
ee

e.g.,
B

lack,
D

isclosu
re,

N
ot

C
en

sorsh
ip

:
T

h
e

C
ase

for
P

rox
y

R
eform

,
17

J.C
orp

.L
.
49

（1991

）;T
h

om
as,

Im
p

rovin
g

S
h

areh
old

er
M

on
itorin

g
an

d
C

orp
orate

M
an

agem
en

t
by

E
xp

an
d

in
g

S
tatu

tory
A

ccess
to

In
form

ation
,38

A
riz.L

.R
ev.331

（1996

）.

（
13
）

裁
判
例
は
一
貫
し
て
い
る
。S

ee
e.g.,

G
io

v
a

n
in

i,1979
D

el.C
h

.L
exis

471,
at
2-4;

H
a

tle
ig

h
,428

A
.2d

.at
354

;
T

a
c
tr

o
n

,
In

c
.

v
.

K
D

I

C
o
r
p

o
r
a

tio
n

,1985
D

el.C
h

.L
exis

373,
at
3

;
R

.B
.

A
sso

c
ia

te
s

o
f

N
e
w

J
e
r
se

y
,

L
.P

.
v
.

G
ille

tte
C

o
m

p
a

n
y,1988

W
L
27731

（D
el.C

h

）,13
D

el.J.C
orp

.L
.1220,1224-28

（1988

）.

（
14
）

S
ee

e.g,
H

a
tle

ig
h

,428
A

.2d
.at354;S

h
a

m
r
o
c
k

A
sso

c
ia

te
s

v
.
T

e
x

a
s

A
m

e
r
ic

a
n

E
n

e
r
g
y

C
o
r
p

o
r
a

tio
n

,517
A

.2d
.658,660

（D
el.C

h
.

1986

）;R
.B

.A
s
s
o
c
ia

te
s,1988

W
L
27731,13

D
el.J.C

orp
.L

.at
1223.

S
ee

also
F

orm
er

M
B

C
A

§16.03
official

C
om

m
en

t
rep

rin
ted

in

P
rop

osed
C

h
an

ges
in

th
e

M
od

elB
u

sin
ess

C
orp

oration
A

ct,53
B

u
s.L

aw
815,822

（1998

）.

（
15
）

S
ee

T
a

n
n

e
tic

s
,In

c
v

.
A

.J
.In

d
u

s
tr

ie
s
,In

c,1974
D

el.C
h

.L
exis.118,at4;

H
a

tle
ig

h
,428

A
.2d

.at354.

（
16
）

S
ee

L
e
r
m

a
n

v
.

D
ia

g
n

o
s
tic

D
a

ta
,In

c.,421
A

.2d
.906,907,1980

D
el.C

h
.L

exis.602
at4-5..

（
17
）

S
ee

S
h

a
m

r
o
c
k,
517

A
.2d

.658;
C

e
n

e
r
g
y

C
o
r
p

o
r
a
tio

n
v
.

B
r
y
so

n
O

il
&

G
a
s

P
.L

.C
.,662

F
.S

u
p

p
.1144

（N
eva.1987

）;R
B

.A
s
s
o
c
ia

te
s,

1988
W

L
27731,13

D
el.J.C

orp
.L

.1220.

（
18
）

S
ee

B
u

r
lin

g
to

n
In

d
u

s
tr

ie
s

In
c

v
.

C
.H

.M
a

s
la

n
d

&
S

o
n

s,1986
W

L
6746

（E
.D

.P
a,1986

）;S
a

d
le

r
&

A
m

e
r
ic

a
n

T
e
le

p
h

o
n

e
a

n
d
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T
e
le

g
r
a

p
h

v
.

N
C

R
C

o
r
p

o
r
a

tio
n

,928
F

.2d
.48

（2d
.C

ir.1991

）.

（
19
）

F
or

a
critical

view
,

see
M

assey,
C

h
an

cellor
A

llen
,s

Ju
risp

ru
d

en
ce

an
d

th
e

T
h

eory
of

C
orp

orate
L

aw
,17

D
el.J.C

orp
.L

.683,721-
723

（1992
）.

（
20
）

S
ee

E
xch

an
ge

A
ct

R
elease

N
o.29135

（Ju
n

e.17,1991

）.S
ee

gen
erally

B
lack,

su
p

ra
n

ote
12,

at
65-67;

T
h

om
as,

su
p

ra
n

ote
12,at

361.
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三
八

四
　
わ
が
国
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性
―
立
法
論
・
解
釈
論

三．

に
お
け
る
検
討
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
社
債
等
振
替
法
上
の
株
式
振
替
制
度
お
よ
び
商
法
上
の
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
制
度
に
お
け
る
株
主
情

報
の
入
手
に
関
す
る
規
制
に
つ
い
て
、
立
法
論
お
よ
び
解
釈
論
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、
振
替
制
度
を
取
り
上
げ
、
次
に
、
商
法
お
よ
び
証
券
取
引
法

に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
商
法
に
関
す
る
問
題
と
は
、
会
社
が
振
替
機
関
の
有
す
る
最
新
の
情
報
を
反
映
し
た
株
主
情
報
に
基
づ
く
株
主
名

簿
を
作
成
し
て
い
な
い
と
き
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
目
的
の
た
め
、
株
主
は
、
商
法
二
六
三
条
三
項
に
基
づ
き
、
振
替
機
関

の
有
す
る
株
主
情
報
を
基
に
作
成
し
た
帳
簿
の
閲
覧
謄
写
を
会
社
に
対
し
て
請
求
で
き
る
か
で
あ
る
。

１．

振
替
制
度
に
関
す
る
論
点

（1）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題

第
一
の
問
題
は
、
株
主
情
報
の
入
手
で
問
題
と
な
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
内
容
で
あ
る
。
株
主
名
簿
に
は
所
有
す
る
株
式
・
数
・
住
所
等
の
価
値
あ

る
情
報
が
記
載
・
記
録
さ
れ
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
が
単
独
株
主
権
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
名
簿
業
者
等
が
株
主
と
し
て
の
自
己
情
報
で

は
な
く
、
他
人
の
情
報
を
入
手
す
る
目
的
で
こ
の
閲
覧
請
求
が
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び
株
主
と
し
て
の
個
人
情
報
が
漏
洩

す
る
こ
と
に
な
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
対
し
て
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
よ
っ
て
回
復
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
確
認
す
べ
き
は
、
株
主
情
報
の
入
手
に
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
大
株
主
の
そ
れ
で
は
な
く
、
比
較
的
小
規
模
な
株
主
の
そ
れ
で
あ
る
点
に

あ
る
。
で
は
、
そ
の
小
規
模
な
投
資
家
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
一
体
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
投
資
家
は
口
座
管
理
機
関
に
口
座
を
開
設
す
る
わ
け
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で
、
当
然
、
証
券
会
社
等
の
口
座
管
理
機
関
は
株
主
情
報
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
発
行
会
社
あ
る
い
は
他
の
株
主
に
知
ら
れ
な
い
こ
と
が
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
内
容
と
な
る
。
で
は
、
発
行
会
社
や
他
の
株
主
だ
け
に
知
ら
れ
な
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
点
、
発
行
会
社
や
口

座
管
理
機
関
で
あ
れ
ば
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
（
個
人
情
報
保
護
法
二
条
三
項
）
と
し
て
の
規
制
に
服
す
る
と
こ
ろ
、
株
主
に
よ
る
閲
覧
請
求
を

認
め
る
と
株
主
の
秘
密
保
持
義
務
を
課
す
こ
と
は
難
し
く
、
漏
洩
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
（
１
）。

個
人
情
報
保
護
法
の
存
在
を
考
慮
し
て
も
、
個
人
情
報
の
利
用
が
す
べ
て
禁
止
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
個
人
の
権
利
保
護
と
情
報
の
有
効

利
用
に
よ
る
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
て
、
会
社
に
よ
る
株
主
情
報
の
請
求
を
認
め
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
「
正
当
な
理
由
」（
社
振
法
一
五

九
条
八
項
）
を
厳
格
に
解
す
る
立
場
（
２
）が

あ
り
う
る
。
し
か
し
、
現
行
法
の
立
場
は
、
年
二
回
で
あ
る
が
総
株
主
通
知
に
基
づ
い
て
株
主
名
簿
が
作
成

さ
れ
る
以
上
、
保
護
さ
れ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
半
年
間
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
、
振
替
制
度
と
総
株
主
通
知
制
度
を
前
提
と
す
る
以
上
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
は
総
株
主
通
知
制
度
そ
の
も
の
に
組
み
込
む
べ
き
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

こ
の
考
え
方
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
法
に
い
う
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
／

Ｏ
Ｂ
Ｏ
を
区
別
す
る
シ
ス
テ
ム
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
／
Ｏ
Ｂ
Ｏ
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
の

転
送
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
転
送
シ
ス
テ
ム
は
、
時
間
の
浪
費
、
高
コ
ス
ト
、
証
券
会
社
等
に
よ
る
議
決
権
支

配
と
株
主
に
よ
る
議
決
権
の
形
骸
化
を
も
た
ら
す
点
で
、
円
卓
会
議
（B

u
sin

ess
R

ou
n

d
tab

le

）
が
改
革
提
案
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
み
た
（
三．

２
（
１
））。
ア
メ
リ
カ
型
の
い
わ
ゆ
る
間
接
方
式
は
、
会
社
・
株
主
間
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
株
主
間
の
水
平

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
す
で
に
わ
が
国
で
採
ら
れ
て
い
る
直
接
方
式
を
維
持
す
べ
き
と

考
え
る
。

三
九
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〇

ま
た
、
株
主
情
報
の
入
手
お
よ
び
そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
係
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
株
主
に
よ
る
委

任
状
勧
誘
の
場
面
を
想
定
し
て
、
会
社
が
第
三
者
に
委
任
状
の
発
送
業
務
を
委
託
す
る
と
い
う
立
法
論
が
唱
え
ら
れ
る
（
４
）。

こ
の
見
解
は
、
株
主
情
報

の
入
手
が
必
要
と
な
る
状
況
と
し
て
委
任
状
勧
誘
の
場
面
を
想
定
す
る
点
で
賛
成
で
き
る
が
、「
会
社
が
第
三
者
に
委
託
す
る
」
と
い
う
制
度
設
計

は
な
お
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
制
度
で
は
、
①
株
主
だ
け
が
転
送
シ
ス
テ
ム
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
、
②
株

主
と
の
書
面
等
に
よ
ら
な
い
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
奪
う
こ
と
に
な
る
、
③
第
三
者
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
時
間
・
コ
ス
ト
の
浪
費
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
、
円
卓
会
議
に
よ
る
転
送
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
批
判
（
改
革
提
案
）
が
基
本
的
に
あ
て
は
ま
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
段
階
の
私
見
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
、
個
人
情
報
保
護
法
あ
る
い
は
個
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
、

情
報
を
取
得
し
た
株
主
に
よ
る
株
主
情
報
の
利
用
を
含
め
て
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
５
）。

第
二
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
に
対
し
て
は
、
い
か
に
し
て
正
当
目
的
を
認
定
す
る
か
の
技
術
的
な
問
題
は
残
る
も
の
の
、
閲
覧
謄
写
を
認
め
る

た
め
の
「
正
当
な
目
的
」
の
要
件
（
会
社
法
制
の
現
代
化
要
綱
案
・
第
四
５
（
５
））
で
あ
る
程
度
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
株
主
が
ノ
ミ
ニ
ー
名
義
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
等
を
利
用
す
る
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
の
手
段
が
他
に
あ
り
う
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
理
由
に
株
主
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
秘
匿
す
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

株
主
が
、
外
部
の
株
主
判
明
調
査
機
関
や
議
決
権
行
使
勧
誘
業
者
を
雇
う
こ
と
、
あ
る
い
は
頼
り
な
い
宣
伝
を
行
う
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
の
は
、
シ

ス
テ
ム
運
用
上
、
少
数
の
株
主
に
コ
ス
ト
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
な
り
不
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
四
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
強
調
し
、
誰
が
株
主
で
あ
る
か
の
調
査
を
困
難
に
す
る
こ
と
は
、
証
券
取
引
法
等
の
規
制
の
実
効
性
を
損
な
い
、
不

正
取
引
（
相
場
操
縦
、
内
部
者
取
引
、
ガ
ン
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
規
制
違
反
等
）
の
温
床
と
な
り
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
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（2）

管
理
コ
ス
ト
、
労
力
、
事
務
の
煩
雑
さ

会
社
が
振
替
機
関
か
ら
株
主
情
報
を
入
手
す
る
に
あ
た
り
、「
正
当
な
理
由
」
が
要
求
さ
れ
る
理
由
と
し
て
管
理
コ
ス
ト
等
が
い
わ
れ
る
が
、
コ

ス
ト
が
理
由
に
な
り
う
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
会
社
に
よ
る
閲
覧
謄
写
等
の
費
用
の
支
払
い
が
滞
り
な
く
な
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
な
ら
、
株
主
情

報
が
本
来
的
に
会
社
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
は
振
替
機
関
が
株
主
情
報
の
入
手
を
拒
絶
で
き
る
事
由

で
な
い
ば
か
り
か
、
で
き
る
限
り
広
く
会
社
に
よ
る
請
求
を
認
め
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
新
た
な
振
替
制
度
の
下
で
、
年
に
二
回
と
い
う
一
年
あ
た

り
の
回
数
制
限
が
あ
る
が
、
絶
え
間
な
い
請
求
に
対
す
る
抑
止
は
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ト
は
す
べ
て
の
機

関
（
振
替
機
関
、
口
座
管
理
機
関
）
か
ら
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
な
り
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
（
６
）、

株
主
管
理
の
た
め

に
リ
ス
ト
を
閲
覧
す
る
こ
と
も
合
理
的
な
職
務
遂
行
と
評
価
で
き
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
要
な
請
求
は
自
然
と
抑
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
回
数
制
限
も
不
要
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（3）

株
主
に
よ
る
情
報
入
手
に
伴
う
不
安
定
要
因

振
替
機
関
が
総
株
主
通
知
を
行
う
場
合
を
確
実
に
す
る
た
め
、
会
社
が
振
替
機
関
に
通
知
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
が
、
年
二
回
と
回
数
制
限
も

あ
り
、
振
替
機
関
に
と
っ
て
も
あ
る
程
度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
株
主
を
シ
ス
テ
ム
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
混
乱
の
恐
れ
が
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
（
７
）。

四
一
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四
二

２．

株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
制
度
に
関
す
る
論
点
―
商
法
の
論
点

（1）

株
主
情
報
は
振
替
機
関
か
ら
「
直
ち
に
」
入
手
で
き
る
か

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
は
会
社
が
要
求
す
れ
ば
「
直
ち
に
」
入
手
可
能
で
あ
り
、
会
社
が
「
現
に
所
持
す
る
」
名
簿
と
同
視
で
き

る
こ
と
か
ら
、
株
主
が
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
よ
り
入
手
で
き
る
と
い
う
の
が
判
例
の
考
え
方
で
あ
る
。

で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
新
た
な
振
替
制
度
の
下
で
、
株
主
は
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
（
商
法
二
六
三
条
三
項
）
に
よ
り
、
振
替
機
関
等
の
有

す
る
株
主
情
報
を
会
社
か
ら
入
手
で
き
る
と
解
す
べ
き
か
。
株
主
名
簿
作
成
の
基
礎
と
な
る
総
株
主
通
知
は
、
振
替
機
関
お
よ
び
そ
の
下
位
の
す
べ

て
の
口
座
管
理
機
関
の
振
替
口
座
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
一
定
の
時
点
に
お
け
る
発
行
会
社
の
す
べ
て
の
株
主
の
氏
名
・
住
所
・
保
有
株
式
数
と
さ

れ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
判
例
の
考
え
方
に
依
拠
す
る
と
、
会
社
が
請
求
し
て
か
ら
ど
の
程
度
で
振
替
機
関
か
ら
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
か

が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
法
務
省
の
担
当
者
は
、「
総
株
主
通
知
は
、
振
替
機
関
か
ら
電
子
デ
ー
タ
の
送
信
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、
振
替
制
度
利
用
会
社
は
・
・
・
電
送
さ
れ
て
き
た
デ
ー
タ
を
株
主
名
簿
・
端
株
原
簿
の
名
の
下
に
保
存
・
管
理
し
、
株
主
名
簿
の
閲
覧

謄
写
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
デ
ー
タ
を
所
定
の
方
式
で
開
示
す
れ
ば
足
り
（
商
法
二
六
三
条
一
項
二
号
、
四
号
、
三
項
、
四
項
）
・
・
・

総
株
主
通
知
を
す
る
に
は
、
・
・
・
基
準
日
か
ら
数
日
後
と
な
る
が
・
・
・
」
（
８
）

と
説
明
し
て
お
り
、
日
数
的
に
は
、
長
く
て
も
数
日
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
実
務
上
運
用
さ
れ
る
の
な
ら
ば
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
リ
ス
ト
の
場
合
に
準
じ
て
考
え
て
、
株
主
は
株
主
情
報
を
入
手
で
き
る
と
解
す

べ
き
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
振
替
制
度
で
は
一
週
間
程
度
短
縮
さ
れ
、
一
週
間
以
内
に
入
手
で
き
る
に
と
ど
ま
る
と
し
て
も
、
一
定
の
期

間
に
お
い
て
変
動
の
あ
っ
た
株
主
の
み
を
通
知
す
る
制
度
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
（
９
）。
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（2）

株
主
情
報
に
つ
い
て
の
「
対
等
な
立
場
」（equ

alfootin
g

）
を
ど
う
評
価
す
る
か

会
社
が
所
持
し
て
い
る
の
と
同
視
で
き
る
か
と
い
う
形
式
論
に
加
え
て
、
実
質
論
と
し
て
は
、
株
主
情
報
に
関
す
る
経
営
陣
と
株
主
の
対
等
な
立

場
を
ど
う
解
す
る
か
が
問
題
と
な
り
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
商
法
上
お
よ
び
証
券
取

引
法
上
ど
う
評
価
し
、
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
鍵
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
提
案
す

る
論
者
は
、
商
法
お
よ
び
証
券
取
引
法
を
含
め
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
株
主
の
議
決
権
の
役
割
を
重
視
し
て
い

る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
株
主
の
議
決
権
を
実
質
化
す
る
た
め
に
は
、
会
社
と
の
垂
直
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
株
主

間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
の
理
解
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
改
革
提
案
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
現
代
に
お
け
る
株
式
保
有
形
態
の
変
化
と
投
資
家
の
タ
イ
プ
の
変
化
を
十
分
に
踏
ま
え
る
べ
き
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
株
式
保
有

の
機
関
化
現
象
に
鑑
み
る
と
き
、
機
関
投
資
家
は
他
の
機
関
投
資
家
の
情
報
を
容
易
に
知
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
年
金
基
金
が
株
式
の
過
半
数

を
保
有
す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
り
、
株
主
名
簿
の
入
手
は
も
は
や
そ
れ
ほ
ど
の
重
要
性
を
も
た
な
い
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
10
）。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
経
由
の
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー
に
代
表
さ
れ
る
利
鞘
稼
ぎ
が
目
的
の
短
期
的
保
有
の
投
資
家
像
を
念
頭
に
お
い
た
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
株
主
間
の
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
株
主
が
、
場
合
に
よ
り
、
議
決
権
行
使
勧
誘
サ
ー
ビ
ス
業
者
を
雇
っ

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
を
経
由
し
て
賛
同
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
必
要
か
つ
有
用
で
あ
る
こ
と
を
認
め
う
る
け
れ
ど
も
、
さ
ら
に
、
株

主
情
報
が
本
来
的
に
は
会
社
ひ
い
て
は
株
主
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
技
術
の
進
展
に
よ
り
振
替
機
関
か
ら
の
情
報
入
手
も
そ
れ
ほ
ど
時

間
の
か
か
る
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、
株
主
に
よ
る
株
主
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四
三



株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
主
情
報
の
入
手
可
能
性

四
四

（
１
）

株
主
に
よ
る
株
主
情
報
の
入
手
・
利
用
に
つ
き
、
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら
分
析
の
う
え
、
立
法
論
を
提
示
す
る
論
稿
と
し
て
、
木
俣
由
美

「
株
主
名
簿
の
閲
覧
と
株
主
情
報
の
保
護
」
商
事
法
務
一
七
一
〇
号
七
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
２
）

座
談
会
「
株
券
不
発
行
制
度
に
関
す
る
論
点
と
対
応
﹇
下
﹈」
商
事
法
務
一
七
〇
七
号
二
二
頁
﹇
野
村
修
也
教
授
発
言
﹈（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
３
）

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
田
雅
弘
「
株
式
等
決
済
合
理
化
法
の
法
的
論
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
〇
号
二
〇
頁
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
４
）

木
俣
・
前
掲
注
（
１
）
・
八
〇
頁
―
八
一
頁
参
照
。

（
５
）

株
主
が
個
人
情
報
取
扱
業
者
に
当
た
る
場
合
に
は
対
処
可
能
で
あ
る
が
、
業
者
に
該
当
し
な
い
株
主
も
含
め
て
、「
法
令
（
商
法
二
六
三
条
三
項
）

に
基
づ
い
て
」（
個
人
情
報
保
護
法
二
三
条
一
項
）
株
主
情
報
を
入
手
す
る
株
主
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
上
あ
る
い
は
個
別
法
上
、「
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
」
に
準
じ
た
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
関
係
で
生
じ

る
問
題
に
つ
い
て
こ
の
観
点
か
ら
の
立
法
を
必
要
と
す
る
と
い
う
見
解
と
し
て
、
前
田
重
行
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
に
関
す
る
法
的
論
点
」
商
事

法
務
一
一
二
〇
号
九
頁
（
一
九
八
七
）、
阪
埜
光
男
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
権
と
権
利
濫
用
」
金
融
商
事
判
例
八
八
〇
号
四
七
頁
（
一
九
九
一
）、

藤
原
俊
雄
「
株
主
に
よ
る
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
」
法
経
研
究
四
〇
巻
三
・
四
号
一
七
四
―
一
七
五
頁
（
一
九
九
二
）、
近
藤
光
男
「
株
主

の
権
利
濫
用
」
竹
内
昭
夫
編
『
特
別
講
義
商
法
Ⅰ
』
七
〇
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
）、
尾
崎
安
央
「
株
主
名
簿
閲
覧
請
求
と
権
利
濫
用
」
判
例
タ
イ

ム
ズ
九
四
八
号
二
七
頁
（
一
九
九
七
）
等
参
照
。

（
６
）

振
替
制
度
に
お
け
る
総
株
主
通
知
な
ど
を
行
う
の
に
、
実
際
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
、
筆
者
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
会
社

に
よ
る
株
主
通
知
の
請
求
に
正
当
な
理
由
が
要
求
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
管
理
コ
ス
ト
や
事
務
の
煩
雑
さ
が
指
摘
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
や
は
り
か
な
り

の
コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
証
券
代
行
業
者
に
よ
る
磁
気
デ
ス
ク
を
通
じ
た
管
理
の
場
合
に
は
、「
紙

に
打
ち
出
す
と
段
ボ
ー
ル
一
五
箱
に
も
な
り
、
デ
ー
タ
を
出
力
す
る
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
費
用
が
数
百
万
円
ぐ
ら
い
の
お
金
が
か
か
り
ま

す
・
・
」
と
さ
れ
る
。『
条
解
・
会
社
法
の
研
究
８
（
取
締
役
（
３
））』
一
七
頁
﹇
熊
谷
一
雄
氏
発
言
﹈（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
八
）
参
照
。

（
７
）

S
ee

M
acD

on
ald

,T
h

e
R

igh
t

to
a

N
O

B
O

L
ist

after
S

ad
ler

v.N
C

R
C

orp
oration

,5
D

eP
au

lB
u

s.L
.J.163,209

（1993

）.

（
８
）

始
関
正
光
「
電
子
公
告
制
度
・
株
券
不
発
行
制
度
の
導
入
﹇
Ⅳ
﹈」
商
事
法
務
一
七
一
六
号
二
二
頁
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
９
）

清
水
弘
紀
「
株
券
不
発
行
制
度
下
の
株
主
管
理
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
商
事
法
務
一
七
一
〇
号
二
九
―
三
〇
頁
（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
10
）

S
ee

B
u

reau
of

N
ation

alA
ffairs,P

roxy
C

on
test

an
d

C
orp

orate
C

on
trol:S

trategic
C

on
sid

eration
,B

N
A

C
P

S
,N

o69
§V

I
F

n49.
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五
　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
株
式
振
替
制
度
の
下
で
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
形
で
株
主
情
報
を
利
用
で
き
る
と
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
き
た
。
株
式
振
替
制
度
に
つ

い
て
は
、
会
社
が
す
べ
て
の
株
主
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
直
接
方
式
を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
広
く
会
社
に
よ
る
株
主
情
報
の
入
手
を

認
め
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
商
法
の
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
つ
い
て
は
、
請
求
者
に
よ
る
合
理
的
な
コ
ス
ト
負
担
を
前

提
と
し
つ
つ
、
技
術
的
に
み
て
振
替
機
関
か
ら
の
株
主
情
報
の
入
手
が
割
に
短
時
間
で
実
現
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
株
主
が
正
当
な
目
的
を
有
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
株
主
情
報
の
入
手
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
係
で
、
と
り
わ
け
株
主
の
入

手
し
た
株
主
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
具
体
的
に
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
株
主
名
簿
入
手
の
議
論
は
、
委
任
状
勧
誘
合
戦
（
お
よ
び
そ
の
準
備
）
や
敵
対
的
企
業
買
収
（
公
開
買
付
）
の
コ
ン
テ
キ

ス
ト
で
な
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
委
任
状
勧
誘
規
則
の
目
的
や
そ
の
望
ま
し
い
規
制
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
公
開
買
付
規
制
の
あ
り
方
と
関

連
付
け
な
が
ら
検
討
す
べ
き
性
質
の
問
題
と
い
え
る
。
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
お
け
る
合
理
的
な
費
用
負
担
の
問
題
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
証
券

取
引
法
上
の
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
た
い
。

﹇
追
記
﹈
本
稿
は
西
南
学
院
大
学
二
〇
〇
三
年
度
在
外
研
究
（a）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

四
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